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ク
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例
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児
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防
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　（
一
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児
童
期
性
的
虐
待

　（
二
）　

身
体
的
虐
待
及
び
ネ
グ
レ
ク
ト

四　

結　
　
　

語

一　

序　
　
　

言

一　

児
童
虐
待
と
い
う
言
辞
が
、
ケ
ン
プ
（C.H

. K
em

pe

）
の
提
唱
し
た“T

he Battered-Child Syndrom
e

（
（
（

” 

と
い
う
概
念
を
介
し
わ
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が
国
の
研
究
者
に
共
有
さ
れ
て
四
〇
有
余
年
が
経
過
す
る（

（
（

。
小
児
科
医
・
精
神
科
医
・
看
護
学
及
び
法
律
学
研
究
者
間
で
の
用
語
の
共
有

は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
「
世
間
の
理
解
を
超
え
た
」
犯
罪
事
象
と
し
て
時
折
発
生
す
る
児
童
に
対
す
る
犯
罪
行
為
の
一
群
の
類
型

に
児
童
虐
待
と
い
う
名
称
を
社
会
が
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
巷
間
に
広
が
っ
た
。
続
発
す
る
児
童
虐
待
事
案
は
、
防
止
に
向
け
て
の
方
策

を
希
求
し
立
法
化
へ
と
展
開
す
る
。

立
法
府
は
、
二
〇
〇
〇
年
議
員
立
法
に
よ
り
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
児
童
虐
待
防
止
法
と
略
記
す
る
）
を
制
定
し

た
。
本
法
は
、
附
則
第
二
条
に
施
行
後
三
年
を
目
途
に
見
直
し
規
定
を
置
き
、
実
施
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
新
た
な
問
題
に
対
応
す
べ
く

累
次
の
改
正
を
行
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
の
第
一
次
改
正
は
、
二
〇
〇
四
年
一
月
二
五
日
に
大
阪
岸
和
田
市
で
発
生
し
た
中
学
一
年
生
男
子
に
対
す
る
一
年
半
に
わ

た
る
身
体
的
虐
待
及
び
ネ
グ
レ
ク
ト
を
契
機
に
児
童
虐
待
の
定
義
の
明
確
化
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
等
の
強
化
及
び
児
童
虐
待

の
通
告
義
務
の
範
囲
の
拡
大
等
を
規
定
し
た
。

二
〇
〇
七
年
の
第
二
次
改
正
は
、
立
入
調
査
権
の
強
化
、
保
護
者
に
対
す
る
面
会
・
通
信
等
の
制
限
の
強
化
及
び
保
護
者
に
対
す
る
指

導
に
従
わ
な
い
場
合
の
措
置
の
明
確
化
等
を
規
定
し
た
。

児
童
虐
待
を
受
け
施
設
入
所
等
の
措
置
を
受
け
た
児
童
虐
待
被
害
児
が
、
加
害
者
の
親
権
を
根
拠
に
被
害
児
の
引
き
渡
し
を
要
求
し
、

そ
の
後
、
死
亡
す
る
事
案
が
増
加
し
て
い
る
。
親
権
制
度
の
見
直
し
は
、
そ
の
よ
う
な
事
案
の
回
避
策
と
し
て
児
童
虐
待
に
対
す
る
新
た

な
法
的
対
応
と
し
て
検
討
の
対
象
と
さ
れ
た
。
平
成
二
一
年
六
月
、
法
務
省
の
委
託
に
よ
り
研
究
者
、
実
務
家
及
び
関
係
省
庁
（
法
務
省
、

厚
生
労
働
省
、
最
高
裁
判
所
）
の
担
当
官
等
で
構
成
さ
れ
る
「
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
親
権
制
度
研
究
会
」
が
組
織
さ
れ
一
二
月
ま
で
に

九
回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
二
年
一
月
「
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
親
権
制
度
研
究
会
報
告
書
」
が
公
表
さ
れ
た
。
平
成
二
二
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裁
判
実
務
に
お
け
る
児
童
虐
待
事
案
の
刑
事
法
的
一
考
察
（
林
）

年
三
月
、
厚
生
労
働
省
は
、
親
権
に
係
る
制
度
の
見
直
し
に

関
す
る
検
討
課
題
の
う
ち
児
童
福
祉
法
及
び
児
童
虐
待
防
止

法
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
「
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会

児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
親
権
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
委

員
会
」
に
審
議
を
委
ね
平
成
二
三
年
一
月
一
九
日
ま
で
八
回

の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
同
月
二
八
日
社
会
保
障
審
議
会
児
童

部
会
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
親
権
の
在
り
方
に
関
す
る
専

門
委
員
会
報
告
書
「
児
童
の
権
利
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
」
が
公
表
さ
れ
た（

（
（

。
法
務
大
臣
は
、「
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
の
親
権
に
係
る
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
諮

問
第
九
〇
号
」
を
平
成
二
二
年
二
月
五
日
開
催
法
制
審
議
会

第
一
六
一
回
会
議
に
諮
問
し
た
。
法
制
審
議
会
は
、
児
童
虐

待
防
止
関
連
親
権
制
度
部
会
を
設
置
し
、
同
部
会
は
、「
児
童

虐
待
防
止
の
た
め
の
親
権
制
度
研
究
会
報
告
書
」
を
た
た
き

台
に
一
〇
回
の
論
議
を
重
ね
「
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
親

権
に
係
る
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
要
綱
案
」
を
作
成
し
た
。

平
成
二
三
年
二
月
一
五
日
開
催
法
制
審
議
会
第
一
六
四
回
会

0
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70,000
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度
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度
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度
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成
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度
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成

　年
度
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平
成

　年
度
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平
成

　年
度
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平
成

　年
度
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平
成

　年
度

17

平
成

　年
度
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平
成

　年
度

19

平
成

　年
度

20

平
成

　年
度

21

平
成

　年
度

22

平
成

　年
度

23

平
成

　年
度

24

平
成

　年
度

25

【
速
報
値
】

1,101 1,171 1,372 1,611 1,9612,7224,102
5,352

6,932
11,631

17,725 23,27423,738
26,569

33,408
34,472

37,323
40,639

42,664
44,221

56,384
59,919

66,701

73,765

図1　児童相談所での児童虐待相談対応件数

出所：厚生労働省『平成 26 年度全国児童福祉主管課長・児童相談所長会議』5 頁より引用。
　　　http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/dr/kaigi/
　　　dl/140804-all.pdf。
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議
は
、「
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
親
権
に
係
る
制
度

の
見
直
し
に
関
す
る
要
綱
案
」
を
審
議
・
採
決
し
、

全
会
一
致
で
原
案
通
り
採
択
し
、
同
要
綱
を
法
務
大

臣
に
答
申
し
た
。

立
法
府
は
、
第
一
七
七
回
通
常
国
会
で
内
閣
提
案

の
「
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
を
審
議

し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
、「
民
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」（
平
成
二
三
年
法
律
第
六
一
号
）
が
公
布
さ

れ
、
民
法
及
び
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ

た
。
民
法
の
一
部
改
正
は
、
親
権
の
前
提
と
し
て
「
子

の
利
益
」（
第
八
二
〇
条
）
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
親

権
喪
失
の
審
判
（
第
八
三
四
条
）
及
び
親
権
停
止
の
審

判
を
新
設
し
た
（
第
八
三
四
条
の
二
）。

児
童
虐
待
と
い
う
視
点
は
、
わ
が
国
に
律
令
法
制

下
か
ら
生
起
し
て
い
た
歴
史
的
事
実
を
新
た
な
視
点

か
ら
児
童
虐
待
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に
す

る
（
（
（

。

表１　児童虐待相談対応件数の推移

年　度 平成
（（ 年度

平成
（（ 年度

平成
（（ 年度

平成
（（ 年度

平成
（（ 年度

平成
（（ 年度

平成
（0 年度

平成
（（ 年度

平成
（（ 年度

平成
（（ 年度

平成
（（ 年度

平成
（（ 年度

件　数 （（,（（（ （（,（（（ （（,（0（ （（,（（（ （（,（（（ （0,（（（ （（,（（（ （（,（（（ （）（（,（（（ （（,（（（ （（,（0（ （（,（（（

対前年比 （0（.0％ （（（.（％ （（（.（％ （0（.（％ （0（.（％ （0（.（％ （0（.0％ （0（.（％ （）            ‒ （）            ‒ （（（.（％ （（0.（％

注：（）平成 （（ 年度の件数は、東日本大震災の影響により、福島県を除いて集計した数値である
　　（）平成 （（ 年度、平成 （（ 年度の対前年比は、表 （ に掲載。

表2　平成22年度、平成23年度の対前年比について
 平成 （（ 年度の件数は、福島県を除く集計のため、平成 （（ 年度、平成 （（ 年度の件数から福島県
を除く数値と比較した結果を  参考として掲載いたします。

年　度 平成 （（ 年度
（福島県を除く） 平成 （（ 年度

対平成 （（ 年度比
増減数 増減率

件　数 （（,0（（ （（,（（（ （（,（（（ （（（.（%

年　度 平成 （（ 年度 平成 （（ 年度
（福島県を除く）

対平成 （（ 年度比
増減数 増減率

件　数 （（,（（（ （（,（（0 （,（（（ （0（.（%

出所：表 （ 及び表 （ について厚生労働省平成 （（ 年度全国児童福祉主管課長・児童相談所長会
議 』（ 頁 よ り 引 用。http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_
kosodate/dv/kaigi/dl/（（0（0（-all.pdf。なお、表 （ については拙著『児童虐待Ⅱ　問題解決
への刑事法的アプローチ［増補版］』、（（（ 頁をベースに作成。
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表3　児童虐待事件の態様別検挙状況の推移
（平成 （（ 年～平成 （（ 年）

年
区分 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （0 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 増減数 増減率構成比（%）

検挙件数（件）
（（（
—
—

（（（
—
—

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（］

（00
（（（）
［（0］

（0（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（（］

（00.0
（（00.0）
［（00.0］

▲ （
（▲ （）

［0］

▲ （.（
（▲ （.（）

［0.0］

身 体 的 虐 待
（（（
—
—

（（（
—
—

（0（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（0］

（0（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（］

（（0
（（（）
［（］

（（0
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（.（
（（00.0）
［（（.（］

▲ （0
（▲ （）

［（］

▲ （.（
（▲ （.（）

［（（.（］

性 的 虐 待
（（
—
—

（（
—
—

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（0（
（0）
［0］

（（.（
（0.0）
［0.0］

▲ （
（0）
［0］

▲ （.0
—
—

怠慢又は拒否
（（
—
—

（0
—
—

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［（］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（（
（0）
［（］

（
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（0
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（.0
（0.0）

［（（.（］

（
（0）

［▲ （］

（0.0
—

［▲ （（.（］

心 理 的 虐 待
0

—
—

0
—
—

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（.（
（0.0）
［0.0］

（0
（0）
［0］

（（（.（
—
—

年
区分 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （0 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 増減数 増減率構成比（%）

検挙人員（人）
（（（
—
—

（（（
—
—

（（（
（（（）
［（0］

（（（
（（0）
［（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（0）
［（0］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（0）
［（］

（0（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（（］

（00.0
（（00.0）
［（00.0］

▲ （
（▲ （）
［▲ （］

▲ 0.（
（▲ （.（）

［▲ （（.（］

身 体 的 虐 待
（（（
—
—

（（（
（0）
［0］

（（（
（（（）
［（0］

（（（
（（0）
［（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（0）
［（0］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（0）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（0.（
（（00.0）
［（（.（］

▲ （（
（▲ （）

［（］

▲ （.（
（▲ （.（）

［（（.（］

性 的 虐 待
（（
—
—

（（
—
—

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（0（
（0）
［0］
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（0.0）
［0.0］

▲ （
（0）
［0］

▲ （.（
—
—

怠慢又は拒否
（（
—
—

（（
—
—

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［（］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（0
（0）
［（］

（.（
（0.0）

［（（.（］

0
（0）

［▲ （］

0
（0）

［▲ （（.（］

心 理 的 虐 待
0

—
—

0
—
—

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（.（
（0.0）
［0.0］

（0
（0）
［0］

（（（.（
—
—

年
区分 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （0 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 増減数 増減率構成比（%）

被害児童数（人）
（（（
—
—

（（（
—
—

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（0）
［（0］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（（］

（（0
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（0）
［（（］

（（（
（（（）
［（（］

（00.0
（（00.0）
［（00.0］

▲ （
（▲ （（）

［0］

▲ 0.（
（▲ （（.0）

［0.0］

身 体 的 虐 待
（（（
—
—

（（（
—
—

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（0）
［（0］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（0）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（0.（
（（00.0）
［（（.（］

▲ （（
（▲ （（）

［（］

▲ （.（
（▲ （（0）

［（（.（］

性 的 虐 待
（（
—
—

（（
—
—

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（0（
（0）
［0］

（（.（
（0.0）
［0.0］

▲ （
（0）
［0］

▲ （.0
—
—

怠慢又は拒否
（（
—
—

（（
—
—

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［（］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（0
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（.（
（0.0）

［（（.（］

（
（0）

［▲ （］

（0.0
—

［▲ （（.（］

心 理 的 虐 待
0

—
—

0
—
—

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（.0
（0.0）
［0.0］

（（
（0）
［0］

（（（.（
—
—

注 ：上段の（　）は、保護者が、児童と共に死ぬことを企図し、児童を殺害（未遂を含む）して
自殺（未遂を含む）を図った場合（いわゆる無理心中）を外数で計上した。

　　下段の［　］は、出産直後の殺人（未遂を含む）及び遺棄の場合を外数として計上した。
出所：警察庁生活安全局少年課『平成 （（ 年中における少年の補導及び保護の概況』（https://www. 

npa.go.jp/safetylife/syonen/hodouhogo_gaiyou_H（（.pdf）より引用。表 （ については拙著
『児童虐待Ⅱ　問題解決への刑事法的アプローチ［増補版］』、（（（ 頁をベースに作成。
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表4　児童虐待事件の罪種別検挙件数の推移
（平成 （（ 年～平成 （（ 年）

年
罪種 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （0 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 （（ 年 増減数 増減率構成比（%）

　総　　　数（件）　
（（（
—
—

（（（
—
—

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（］

（00
（（（）
［（0］

（0（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（］

（（（
（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［（（］

（00.0
（（00.0）
［（00.0］

▲ （
（▲ （）

［0］

▲ （.（
（▲ （.（）

［0.0］

殺 人
（（
—
—

（（
—
—

（（
（（（）
［（］

（0
（（（）
［（］

（（
（（（）
［（（］

（（
（（（）
［（］

（（
（（（）
［（0］

（（
（（（）
［（（］

（（
（（（）
［（］

（（
（（（）
［（］

（（
（（（）
［（］

（（
（（（）
［（］

（（
（（（）
［（］

（.（
（（00.0）
［（（.（］

0
（▲ （）

［0］

0
（▲ （.（）

［0.0］

傷 害
（（
—
—

（（
—
—

（0
（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（0（
（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（0（
（0）
［0］

（（.（
（0.0）
［0.0］

▲ （0
（0）
［0］

▲ （.（
—
—

傷 害 致 死
（（
—
—

（（
—
—

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0.0）
［0.0］

（
（0）
［0］

（（.（
—
—

暴 力 行 為
0

—
—

0
—
—

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（.（
（0.0）
［0.0］

（
（0）
［0］

（（.（
—

［0］

暴 行
（

—
—

（
—
—

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（.（
（0.0）
［0.0］

（（
（0）
［0］

（（.（
—
—

逮 捕 監 禁
0

—
—

（
—
—

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0.（
（0.0）
［0.0］

0
（0）
［0］

0.0
—
—

強 姦
（

—
—

（
—
—

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（.（
（0.0）
［0.0］

▲ （（
（0）
［0］

▲ （（.（
—
—

強 制 わ い せ つ
（

—
—

（
—
—

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（.（
（0.0）
［0.0］

▲ （（
（0）
［0］

▲ （（.（
—
—

児童福祉法違反
（（
—
—

（（
—
—

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（.（
（0.0）
［0.0］

（（
（0）
［0］

（（.（
—
—

児 童 買 春・
児 童 ポ ル ノ
禁 止 法 違 反

0
—
—

0
—
—

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（.0
（0.0）
［0.0］

0
（0）
［0］

0.0
—
—

青 少 年 保 護 育
成 条 令 違 反

（0
—
—

0
—
—

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（.（
（0.0）
［0.0］

（
（0）
［0］

（（.0
—
—

保護責任者遺棄
（（
—
—

（0
—
—

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［（］

（
（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［（］

（
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（
（0）
［（］

（（
（0）
［（］

（.0
（0.0）

［（（.（］

（
（0）
［0］

（（.（
—

［0.0］

重 過 失 致 死 傷
（

—
—

0
—
—

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0.0
（0.0）
［0.0］

▲ （
（0）
［0］

▲ （00.0
—
—

学校教育法違反
0

—
—

0
—
—

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0.0
（0.0）
［0.0］

▲ （
（0）
［0］

▲ （00.0
—
—

現 住 建 造
物 等 放 火

0
—
—

0
—
—

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0.0
（0.0）
［0.0］

0
（0）
［0］

—
—
—

未 成 年 者 略 取
0

（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0.（
（0.0）
［0.0］

（
（0）
［0］

（00.0
—
—

脅 迫
0

（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0.（
（0.0）
［0.0］

（
（0）
［0］

—
—
—

出所：表 （ については拙著『児童虐待Ⅱ　問題解決への刑事法的アプローチ［増補版］』、（（0 頁以
下をベースに作成。

0
（0）

［0］▲ （.0
—
—
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林
）

表5　加害者の罪種別・被害者との関係別検挙状況
（平成 （（ 年）

関係別

区分
総　数

父親等 母親等
実父 養・継父 内縁 その他 実母 養・継母 内縁 その他

　総　　　数（件）　
（（（

（（（）
［（（］

（（（
（（（）
［0］

（（0
（（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（（）
［0］

（（（
（（（）
［（（］

（0（
（（（）
［（（］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（（）
［0］

殺 人
（（

（（（）
［（］

（（
（（（）
［0］

（
（（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（（）
［0］

（（
（（（）
［（］

（（
（（（）
［（］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（（）
［0］

傷 害
（（（

（0）
［0］

（（（
（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

傷 害 致 死
（（

（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

暴 力 行 為
（（

（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

暴 行
（0

（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

逮 捕 監 禁
（

（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

強 姦
（（

（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

強 制 わ い せ つ
（0

（0）
［0］

（0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

児 童 福 祉 法 違 反
（（

（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

児童買春・児童ポ
ル ノ 禁 止 法 違 反

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

青 少 年 保 護 育
成 条 令 違 反

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

保 護 責 任 者 遺 棄
（0

（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

未 成 年 者 略 取
（

（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

脅 迫
（

（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

（
（0）
［0］

（
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

0
（0）
［0］

注：「その他」は、祖父母、伯（叔）父母、父母の友人・知人等で保護者と認められる者である。
出所：警察庁生活安全局少年課『平成 （（ 年中における少年の補導及び保護の概況』（0 頁（https://

www. npa.go.jp/safetylife/syonen/hodouhogo_gaiyou_H（（.pdf）



六
〇
六

二　

児
童
相
談
所
へ
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
は
、
調
査
開
始
時
の
平
成
二
年
度
一
、一
〇
一
件
で
あ
っ
た
が
平
成
二
五
年
度
の
速
報

値
は
七
三
、七
六
五
件
で
六
六
・
九
九
倍
に
達
し
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
度
の
速
報
値
は
、
児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
た
平
成
一
二
年

度
一
七
、七
二
五
件
に
比
し
て
も
四
・
一
六
倍
で
増
加
傾
向
が
一
気
に
上
昇
し
て
い
る（

（
（

。

警
察
庁
は
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
種
々
の
デ
ー
タ
を
平
成
一
一
年
来
集
積
し
て
い
る（

（
（

。

児
童
相
談
所
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
及
び
警
察
庁
の
把
握
す
る
デ
ー
タ
は
、
顕
著
な
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
児
童
虐
待
防
止

法
に
規
定
す
る
虐
待
通
告
が
な
さ
れ
な
が
ら
児
童
相
談
所
の
対
応
の
不
備
か
ら
虐
待
が
見
逃
さ
れ
、
継
続
し
、
最
悪
は
死
亡
に
至
る
ケ
ー

ス
が
今
な
お
後
を
絶
た
な
い
情
況
に
あ
る
。

デ
ー
タ
に
顕
在
化
し
な
い
多
数
の
虐
待
事
案
が
、
な
お
伏
在
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
端
は
、
親
権
者
が
、
転
居
を
繰
り

返
し
行
政
機
関
が
所
在
を
確
認
で
き
な
い
事
案
の
増
加
で
あ
る
。
具
体
的
事
案
と
し
て
は
、
横
浜
地
裁
平
成
二
六
年
六
月
二
〇
日
判
決
の

事
案
及
び
横
浜
地
裁
平
成
二
六
年
九
月
五
日
判
決
が
あ
り
、
同
棲
相
手
の
長
女
を
傷
害
し
死
亡
さ
せ
た
男
性
と
長
女
の
母
親
が
共
犯
に
問

わ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
横
浜
地
裁
平
成
二
六
年
六
月
二
〇
日
判
決
は
、
同
棲
相
手
の
長
女
（
当
時
六
歳
）
を
暴
行
に
よ
り
死
亡
さ
せ
た
加

害
者
（
三
〇
歳
）
を
母
親
と
の
共
犯
と
し
て
傷
害
致
死
罪
及
び
死
体
遺
棄
罪
で
懲
役
八
年
に
処
し
た（

（
（

。
横
浜
地
裁
平
成
二
六
年
九
月
五
日

判
決
は
、
共
犯
で
あ
る
母
親
（
三
二
歳
）
を
懲
役
二
年
の
実
刑
に
処
し
た（

（
（

。
被
害
児
は
、
死
後
九
ヶ
月
を
経
過
し
て
雑
木
林
か
ら
完
全
に

白
骨
化
し
て
発
見
さ
れ
た
。

三　

児
童
虐
待
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
発
生
状
況
及
び
ド
イ
ツ
に
お
け
る
裁
判
事
例
を
概
観
す
る
。

児
童
虐
待
へ
の
関
心
が
高
い
ア
メ
リ
カ
の
児
童
虐
待
発
生
状
況
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（
（

。

二
〇
一
二
年
連
邦
及
び
州
の
児
童
保
護
局
は
、
推
計
三
四
〇
万
件
の
児
童
虐
待
な
い
し
ネ
グ
レ
ク
ト
の
照
会
を
受
け
て
い
る
。
児
童



六
〇
七

裁
判
実
務
に
お
け
る
児
童
虐
待
事
案
の
刑
事
法
的
一
考
察
（
林
）

虐
待
の
被
害
児
は
、
推
計
六
八
六
、〇
〇
〇
人
で
一
、〇
〇
〇
人
中
九
・
二
人
で
あ
る
。
児
童
虐
待
の
行
為
態
様
別
割
合
は
、
ネ
グ
レ
ク
ト

七
八
％
、
身
体
的
虐
待
一
八
％
、
性
的
虐
待
九
％
、
そ
の
他
（
心
理
的
虐
待
、
両
親
の
薬
物
・
ア
ル
コ
ー
ル
の
乱
用
、
監
督
欠
如
）
一
一
％
で
あ

る
。二

〇
一
二
年
の
児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡
は
、
推
計
一
、六
四
〇
人
で
児
童
虐
待
被
害
児
一
〇
〇
、〇
〇
〇
人
中
二
・
二
人
で
あ
り
、

七
〇
％
が
ネ
グ
レ
ク
ト
を
四
四
％
が
身
体
的
虐
待
な
い
し
そ
の
他
の
虐
待
と
の
重
複
で
あ
る
。
死
亡
児
童
の
年
齢
構
成
は
、
三
歳
未
満

七
〇
％
（
一
〇
〇
、〇
〇
〇
人
中
男
児
二
・
五
人
女
児
一
・
九
人
）
で
あ
る
。
被
虐
待
児
の
年
齢
構
成
は
、
三
歳
未
満
二
七
％
、
三
歳
か
ら
五
歳

二
〇
％
で
あ
る
。
一
歳
未
満
の
児
童
虐
待
の
リ
ス
ク
は
、
高
率
で
一
、〇
〇
〇
人
中
二
一
・
九
人
で
あ
る
。
加
害
者
は
、
八
〇
・
三
％
が
両

親
、
六
・
一
％
が
他
の
親
族
、
四
・
二
％
が
事
実
婚
の
両
親
で
あ
る
。
加
害
者
の
年
齢
階
層
は
、
一
八
歳
か
ら
四
四
歳
が
八
二
％
、
一
八
歳

未
満
が
三
％
未
満
で
あ
り
、
男
女
別
割
合
は
、
女
性
五
四
％
男
性
四
五
％
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
親
族
間
の
性
的
虐
待
・
近
親
姦
に
つ
い
て
の
判
断
を
示
し
て
い
る（

（（
（

。

ド
イ
ツ
刑
法
一
七
三
条
二
項
二
文
は
、
親
族
間
の
性
交
を
刑
事
制
裁
の
対
象
と
し
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る（

（（
（

。

ド
イ
ツ
刑
法
一
七
三
条

⑴　

血
族
で
あ
る
卑
属
と
性
交
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
に
処
す
る
。

⑵　

血
族
で
あ
る
直
系
尊
属
と
性
交
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
に
処
し
、
こ
の
こ
と
は
、
親
族
関
係
が
消
滅
し
た

と
き
も
妥
当
す
る
。
性
交
し
た
、
血
族
で
あ
る
兄
弟
姉
妹
も
同
一
の
刑
に
処
す
る
。

⑶　

卑
属
及
び
兄
弟
姉
妹
が
行
為
時
に
一
八
歳
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
と
き
は
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
は
罰
せ
ら
れ
な
い
。



六
〇
八

【
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
二
〇
〇
八
年
二
月
二
六
日
決
定

（
（（
（

】

【
事
実
の
概
要
】

両
親
の
離
婚
後
に
生
ま
れ
た
妹
は
、
兄
と
と
も
に
母
親
の
も
と
青
少
年
保
護
家
庭
で
成
育
し
た
。
妹
は
、
五
歳
の
時
に
青
少
年
保
護
施

設
に
収
容
さ
れ
た
。
兄
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
父
親
か
ら
の
虐
待
で
三
歳
の
時
か
ら
国
の
児
童
養
護
施
設
と
複
数
の
養
親
の
家
庭
で

成
育
し
、
二
〇
〇
〇
年
に
実
母
と
接
触
を
持
ち
妹
の
存
在
を
知
っ
た
。
兄
（
当
時
二
四
歳
）
は
、
実
母
の
死
後
、
妹
（
当
時
一
六
歳
）
と
親

密
な
関
係
に
な
り
、
二
人
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
妹
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
間
に
兄
の
子
を
四
人
出
産
し
た
。

な
お
、
妹
は
、
重
篤
な
人
格
障
害
に
罹
患
し
て
い
る
。

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
区
裁
判
所
二
〇
〇
五
年
一
一
月
一
〇
日
判
決
は
、
被
告
人
の
兄
を
実
の
妹
と
性
交
し
た
と
し
て
刑
法
一
七
三
条
二
項

二
文
に
よ
り
一
年
二
月
の
自
由
刑
に
処
し
た
。
ド
レ
ス
デ
ン
上
級
地
方
裁
判
所
二
〇
〇
七
年
一
月
三
〇
日
決
定
は
、
刑
法
一
七
三
条
二
項

二
文
を
合
憲
と
し
、
被
告
人
の
憲
法
異
議
申
立
て
を
却
下
し
た
。

【
判
旨
】

連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
八
年
二
月
二
六
日
決
定
は
、
兄
弟
姉
妹
間
の
近
親
姦
を
処
罰
す
る
ド
イ
ツ
刑
法
一
七
三
条
二
項
二
文
は
基
本

法
六
条
一
項
及
び
同
法
三
条
一
項
に
適
合
す
る
と
判
示
し
た（

（（
（

。

四　

本
稿
で
考
察
の
対
象
と
す
る
判
例
は
、
前
稿
以
降
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
三
年
間
に
言
渡
さ
れ
た
四
事
案
で
あ
る（

（（
（

。

本
稿
で
の
児
童
虐
待
判
例
研
究
は
、
児
童
虐
待
事
案
の
考
察
を
契
機
と
し
て
児
童
虐
待
防
止
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
視
点

か
ら
判
例
を
考
察
す
る
に
は
、
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
（genogram

）
に
基
づ
く
加
害
者
及
び
被
害
者
の
関
係
性
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
従

前
の
研
究
で
も
こ
の
視
座
を
貫
徹
し
て
き
た（

（（
（

。



六
〇
九

裁
判
実
務
に
お
け
る
児
童
虐
待
事
案
の
刑
事
法
的
一
考
察
（
林
）

二　

児
童
虐
待
事
案
の
行
為
態
様
別
考
察

（
一
）　

身
体
的
虐
待
事
例

【
判
例
一
】
大
阪
地
裁
平
成
二
四
年
三
月
二
一
日
第
五
刑
事
部
判
決（

（（
（

【
事
実
の
概
要
】

被
告
人
Ｘ
（
当
時
二
六
歳
）
及
び
被
告
人
Ｙ
（
当
時
二
七
歳
）
両
名
は
、
か
ね
て
よ
り
三
女
Ａ
（
当
時
一
歳
八
か
月
、
身
長
七
二
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
体
重
六
・
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
そ
れ
ぞ
れ
継
続
的
に
暴
行
を
加
え
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
制
止
せ
ず
容
認
し
共
謀
を
遂
げ
、
平
成
二
二

年
一
月
二
七
日
午
前
零
時
頃
、
Ｘ
が
大
阪
府
寝
屋
川
市
内
の
自
宅
に
お
い
て
Ａ
の
顔
面
を
含
む
頭
部
分
を
平
手
で
強
打
し
て
頭
部
を
床
に

打
ち
付
け
急
性
硬
膜
下
血
腫
な
ど
の
傷
害
を
負
わ
せ
た
。
同
年
三
月
七
日
午
後
八
時
五
九
分
頃
、
Ａ
は
、
救
急
搬
送
先
の
高
槻
市
内
の
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
急
性
硬
膜
下
血
腫
に
基
づ
く
脳
腫
脹
に
よ
り
死
亡
し
た
。

【
判
旨
】

本
事
案
は
、
被
害
児
Ａ
の
死
因
、
暴
行
の
実
行
行
為
及
び
Ｘ
・
Ｙ
両
名
の
共
謀
の
有
無
が
争
点
と
な
っ
た
。

裁
判
所
は
、
死
因
に
つ
い
て
Ａ
の
手
術
を
担
当
し
た
脳
外
科
医
、
小
児
脳
神
経
外
科
医
及
び
小
児
画
像
診
断
経
験
豊
富
な
放
射
線
科
医

の
供
述
を
採
用
し
、
急
性
硬
膜
下
血
腫
に
基
づ
く
脳
腫
脹
と
認
定
す
る
。
裁
判
所
は
、
Ａ
へ
の
実
行
行
為
に
つ
い
て
Ｘ
の
検
察
官
調
書
の

信
用
性
を
肯
定
し
た
う
え
「
被
告
人
Ｘ
に
よ
る
本
件
暴
行
に
よ
っ
て
、
三
女
に
本
件
骨
折
が
生
じ
た
だ
け
で
な
く
、
急
性
硬
膜
下
血
腫
を

発
生
さ
せ
る
よ
う
な
相
当
な
加
減
速
を
生
じ
さ
せ
る
程
度
の
相
応
の
外
力
が
そ
の
頭
部
に
加
わ
っ
た
結
果
、
三
女
に
急
性
硬
膜
下
血
腫
が



六
一
〇

生
じ
て
、
何
ら
か
の
意
識
障
害
に
陥
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
合
理
的
で
あ
り
、
か
つ
、
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示
す
る
。
裁
判
所
は
、「
被

告
人
両
名
は
、
遅
く
と
も
平
成
二
一
年
春
こ
ろ
か
ら
、
些
細
な
理
由
で
三
女
に
暴
行
を
加
え
始
め
、
次
第
に
暴
行
を
加
え
る
こ
と
へ
の
抵

抗
感
が
薄
ま
る
中
、
互
い
の
暴
行
が
強
く
な
っ
て
も
何
ら
注
意
し
合
う
こ
と
な
く
そ
れ
を
容
認
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
結
果
、

暴
行
の
内
容
を
互
い
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
た
挙
げ
句
に
、
被
告
人
Ｘ
に
よ
る
本
件
暴
行
に
至
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。（
中
略
）
本
件

暴
行
は
、
被
告
人
両
名
が
ま
さ
に
一
緒
に
暴
行
を
加
え
た
と
い
え
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
被
告
人
両
名
が
自
分
た
ち
の
犯
罪
と
し
て
三
女

に
暴
行
を
加
え
る
意
思
を
暗
黙
の
う
ち
に
相
通
じ
合
っ
て
い
る
中
で
、
被
告
人
Ｘ
に
よ
り
現
実
化
さ
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
判
示
し
、
被
告
人
両
名
の
共
謀
を
認
定
す
る
。

裁
判
所
は
、
量
刑
判
断
に
お
い
て
親
に
よ
る
幼
児
虐
待
の
行
為
責
任
に
つ
い
て
「
親
権
者
た
る
親
は
、
児
童
の
生
命
・
身
体
等
を
保
護

す
べ
き
重
い
責
務
を
負
っ
て
い
る
。
特
に
幼
児
の
生
存
は
親
に
全
面
的
に
依
存
し
て
お
り
、
幼
児
が
親
に
抵
抗
し
た
り
逆
ら
っ
た
り
逃
げ

て
助
け
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
考
え
ら
れ
、
親
が
幼
児
を
支
配
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

親
が
、
幼
児
に
対
し
、
理
不
尽
な
暴
行
な
ど
の
虐
待
を
繰
り
返
し
た
場
合
、
幼
児
は
虐
待
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
肉
体
的
に
も
精
神
的

に
も
苦
痛
を
甘
受
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
場
合
、
幼
児
の
心
身
の
成
長
や
人
格
形
成
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
上
、
虐
待
の
程
度
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
生
命
の
安
全
ま
で
も
脅
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
も
と
よ
り
児
童
・
幼
児
で
あ
っ
て
も
そ
の

生
命
の
尊
さ
が
成
人
に
比
し
て
劣
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
児
童
・
幼
児
に
は
生
き
て
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
が
あ
り
、

親
で
あ
っ
て
も
虐
待
に
よ
り
そ
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
児
童
虐
待
を
犯

す
親
は
、
厳
し
い
非
難
を
免
れ
な
い
し
、
特
に
幼
児
虐
待
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
厳
し
い
非
難
を
免
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
虐
待

を
犯
す
親
の
中
に
は
、
虐
待
に
当
た
る
と
考
え
ず
軽
い
気
持
ち
で
行
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
、
被
告
人
両
名
も
こ
れ
に
当
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た
る
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
倫
理
観
の
欠
如
と
評
価
す
べ
き
も
の
に
す
ぎ
ず
、
自
ら
に
置
き
換
え
て
考
え
れ
ば
虐
待

さ
れ
た
児
童
・
幼
児
の
苦
し
み
を
容
易
に
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
虐
待
を
犯
し
た
親
が
、
自
ら

の
行
い
に
つ
い
て
虐
待
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
も
っ
て
厳
し
い
非
難
を
免
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
さ

ら
に
、
近
時
、
児
童
虐
待
が
社
会
的
に
も
大
き
な
問
題
と
認
識
さ
れ
て
お
り
，
児
童
虐
待
を
防
止
し
て
そ
の
生
命
等
を
守
る
た
め
に
、
い

わ
ゆ
る
児
童
虐
待
防
止
法
等
の
改
正
が
重
ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
親
権
停
止
制
度
を
新
設
す
る
な
ど
の
民
法
等
の
改
正
が
図
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
も
行
為
責
任
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、「
長
期
に
わ
た
り
、
自
ら
暴

行
を
加
え
る
と
と
も
に
他
方
の
暴
行
を
容
認
し
て
感
覚
が
麻
痺
す
る
中
で
暴
行
を
激
化
さ
せ
、
そ
の
延
長
と
し
て
本
件
犯
行
に
至
っ
た
も

の
で
あ
る
。
背
後
に
は
、
被
告
人
両
名
の
被
害
女
児
に
対
す
る
不
保
護
が
存
在
し
、
そ
の
程
度
は
、
無
料
の
健
診
や
予
防
接
種
を
受
け
さ

せ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
栄
養
を
十
分
に
与
え
ず
、
体
重
が
証
拠
上
の
最
大
値
よ
り
一
・
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
減
少
し
、
標
準
体

重
よ
り
三
・
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
少
な
い
発
育
不
良
状
態
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
も
異
常
に
高
い
）
に
陥
ら
せ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。」
と
判

示
し
、
本
件
虐
待
を
不
保
護
を
伴
う
常
習
的
な
幼
児
虐
待
と
し
て
被
告
人
両
名
を
共
犯
と
し
て
検
察
官
の
求
刑
懲
役
一
〇
年
を
凌
駕
す
る

懲
役
一
五
年
に
処
し
た
。

【
研
究
】

一　

本
判
決
は
、
裁
判
員
裁
判
の
合
議
体
が
両
親
に
よ
る
身
体
的
虐
待
事
案
の
量
刑
と
し
て
従
前
の
量
刑
傾
向
を
遥
か
に
凌
駕
す
る
懲
役

一
五
年
を
言
渡
し
た
注
目
す
べ
き
事
案
で
あ
る
。

被
告
人
両
名
は
、
三
女
に
必
要
な
予
防
接
種
や
乳
児
健
診
も
受
診
さ
せ
ず
、
ネ
グ
レ
ク
ト
し
て
い
た
こ
と
が
三
女
の
体
重
の
変
化
か
ら

う
か
が
え
る
。
Ａ
の
体
重
は
、
平
成
二
一
年
四
月
三
〇
日
時
点
で
約
七
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
同
月
齢
女
児
の
標
準
体
重
と
の
差
マ
イ
ナ
ス
約
〇
・



六
一
二

三
キ
ロ
グ
ラ
ム
）、
同
年
七
月
三
日
時
点
で
七
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
同
月
齢
女
児
の
標
準
体
重
と
の
差
マ
イ
ナ
ス
〇
・
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
）、
平
成
二
二

年
一
月
二
七
日
時
点
で
六
・
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
同
月
齢
女
児
の
標
準
体
重
と
の
差
マ
イ
ナ
ス
三
・
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
標
準
体
重
の
半
分
）
で
体
重
が

顕
著
に
激
減
し
て
お
り
、
一
月
二
七
日
時
点
の
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
標
準
を
大
き
く
超
え
る
値
を
示
し
て
い
た
。

平
成
二
〇
年
八
月
以
降
、
寝
屋
川
市
の
保
健
師
は
、
Ａ
の
支
援
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
四
女
の
支
援
の
た
め
寝
屋
川
市
の
子
ど
も

室
子
育
て
支
援
担
当
の
保
育
士
は
、
四
女
の
た
め
の
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
」
で
被
告
人
両
名
方
を
訪
問
し
た
際
に
Ａ
の
様
子
も

見
て
い
る
。
被
告
人
方
の
隣
人
は
、「
平
成
二
一
年
春
頃
か
ら
、
被
告
人
両
名
方
か
ら
、
頬
や
背
中
な
ど
の
肌
を
直
接
平
手
で
叩
く
よ
う

な
音
や
、
子
ど
も
の
泣
き
声
、
両
親
が
子
ど
も
を
叱
り
つ
け
る
声
な
ど
が
、
深
夜
毎
日
の
よ
う
に
聞
こ
え
て
き
た
た
め
、
一
時
は
虐
待
を

疑
っ
て
管
理
会
社
に
伝
え
た
こ
と
も
あ
る
」
と
法
廷
で
証
言
し
て
い
る
。

以
上
の
事
実
か
ら
、
児
童
相
談
所
と
の
緊
密
な
連
携
は
も
と
よ
り
積
極
的
な
介
入
に
よ
り
被
害
児
の
死
亡
結
果
は
、
回
避
可
能
で
あ
っ

た
と
思
慮
す
る
。

二　

被
告
人
両
名
の
家
族
関
係
を
考
察
す
る
。
被
告
人
両
名
の
犯
行
時
の
年
齢
は
、
Ｘ
二
六
歳
Ｙ
二
七
歳
で
共
に
無
職
で
あ
っ
た
。
家
族

構
成
は
、
長
女
（
五
歳
）
次
女
（
三
歳
）
三
女
（
一
歳
八
か
月
）
四
女
（
八
カ
月
）
の
六
人
家
族
で
比
較
的
若
い
年
齢
で
の
長
女
の
出
産
と
コ

ン
ス
タ
ン
ト
な
間
隔
で
出
産
し
た
四
人
の
女
児
家
庭
で
あ
り
、
生
活
保
護
受
給
中
で
あ
っ
た
。
被
告
人
両
名
の
虐
待
の
対
象
は
、
三
女
の

み
に
集
中
し
長
女
・
次
女
・
四
女
に
は
ネ
グ
レ
ク
ト
を
含
め
虐
待
を
受
け
た
痕
跡
は
な
い
。
本
事
案
は
、
複
数
の
子
供
で
構
成
さ
れ
る
家

族
に
お
い
て
何
等
か
の
理
由
か
ら
一
人
の
み
がscapegoat

と
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
る
虐
待
事
案
の
典
型
で
あ
る
。
被
害
児
で
あ
る

三
女
は
、
生
後
一
ヵ
月
と
四
ヵ
月
の
乳
児
検
診
を
受
診
し
て
い
な
か
っ
た
事
実
か
ら
す
る
と
望
ま
れ
ぬ
妊
娠
に
よ
る
出
産
と
推
察
さ
れ
、

そ
の
意
味
で
家
族
間
の
ス
ト
レ
ス
発
散
の
対
象
と
し
て
徹
底
的
な
虐
待
の
対
象
と
な
り
ネ
グ
レ
ク
ト
に
よ
る
身
体
的
未
成
長
や
継
続
的
な
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身
体
的
虐
待
が
な
さ
れ
た
。
被
害
児
の
病
院
搬
送
時
の
所
見
に
は
、「
額
、
右
こ
め
か
み
、
鼻
、
右
頬
及
び
唇
に
は
、
突
起
部
分
を
持
っ

た
物
体
を
強
く
圧
迫
あ
る
い
は
打
撲
さ
せ
た
か
、
熱
い
も
の
で
や
け
ど
を
負
わ
せ
た
と
み
ら
れ
る
痕
が
あ
り
、
左
側
頭
部
に
は
鈍
体
に

よ
る
擦
過
な
ど
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
擦
過
傷
が
あ
っ
た
ほ
か
、
右
頭
頂
部
に
打
撲
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
み
ら
れ
る
ご
く
軽
微
な
打
撲
痕
が

あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
傷
等
の
状
況
か
ら
い
ず
れ
も
二
、三
日
か
ら
一
週
間
程
度
経
過
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。」
と
い
う
急
性
硬

膜
下
血
腫
に
基
づ
く
脳
腫
脹
に
よ
る
死
亡
に
至
る
直
接
的
な
瘢
痕
の
他
に
「
右
太
も
も
に
は
一
週
間
程
度
経
過
し
た
赤
褐
色
の
打
撲
痕
が

あ
り
、
左
足
背
の
中
心
部
に
は
や
や
時
間
が
経
過
し
た
よ
う
な
白
色
の
線
状
部
分
を
伴
っ
た
瘢
痕
が
あ
り
、
背
中
に
は
鋭
器
に
よ
る
損
傷

痕
な
い
し
ほ
ぼ
直
線
の
よ
う
な
も
の
を
皮
膚
の
表
面
に
接
触
さ
せ
た
よ
う
な
火
傷
痕
が
比
較
的
多
数
あ
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

三　

裁
判
所
は
、
検
察
官
の
懲
役
一
〇
年
の
求
刑
を
凌
駕
す
る
懲
役
一
五
年
を
被
告
人
両
名
に
裁
判
員
の
合
議
体
の
判
断
と
し
て
「
証
拠

か
ら
認
め
ら
れ
る
事
実
に
照
ら
し
て
、量
刑
の
考
慮
要
素
を
一
つ
一
つ
冷
静
か
つ
慎
重
に
検
討
」
し
た
上
で
「
行
為
責
任
は
真
に
重
大
で
、

罪
質
、
動
機
、
態
様
、
結
果
の
重
大
性
等
は
い
ず
れ
も
深
刻
か
つ
顕
著
と
考
え
」
言
渡
し
た
。

裁
判
員
裁
判
の
合
議
体
の
量
刑
判
断
は
、
市
民
の
量
刑
感
覚
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
硬
直
化
し
た
従
前
の
職
業
裁
判
官
の
量
刑
判
断

を
是
正
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
了
解
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
「
公
益
の
代
表
者
で
あ
る
検
察
官
の
求
刑
や
、
同
種
事
犯

の
ほ
か
死
亡
結
果
に
つ
い
て
故
意
が
認
め
ら
れ
る
事
案
等
の
量
刑
傾
向
を
参
照
し
つ
つ
、
こ
の
種
事
犯
に
お
け
る
あ
る
べ
き
量
刑
等
に
つ

い
て
議
論
す
る
な
ど
し
て
評
議
を
尽
く
し
た
」
と
す
る
。

裁
判
所
は
、
検
察
官
の
求
刑
の
一
・
五
倍
の
懲
役
一
五
年
と
の
量
刑
の
根
拠
を
「
⑴
検
察
官
の
求
刑
は
、

〔1〕
本
件
犯
行
の
背
後
事
情
と

し
て
長
期
間
に
わ
た
る
被
害
女
児
に
対
す
る
不
保
護
が
存
す
る
こ
と
な
ど
の
本
件
幼
児
虐
待
の
悪
質
性
と
、

〔2〕
責
任
を
次
女
に
な
す
り
つ

け
る
よ
う
な
被
告
人
両
名
の
態
度
の
問
題
性
を
十
分
に
評
価
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
、
⑵
同
種
事
犯
等
の
量
刑
傾
向
と
い
っ
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て
も
、
裁
判
所
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
た
数
は
限
ら
れ
て
い
る
上
、
量
刑
を
決
め
る
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た
要
素
を
す
べ
て
把
握

す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
判
断
の
妥
当
性
を
検
証
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
本
件
事
案
と
の
比
較
を
正
確
に
行
う
こ
と
も

難
し
い
と
考
え
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
児
童
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
の
近
時
の
法
改
正
か
ら
も
う
か
が
え
る
児
童
の
生
命
等
尊
重
の
要
求

の
高
ま
り
を
含
む
社
会
情
勢
に
か
ん
が
み
、
本
件
の
よ
う
な
行
為
責
任
が
重
大
と
考
え
ら
れ
る
児
童
虐
待
事
犯
に
対
し
て
は
、
今
ま
で
以

上
に
厳
し
い
罰
を
科
す
る
こ
と
が
そ
う
し
た
法
改
正
や
社
会
情
勢
に
適
合
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
告
人
両
名
に
対
し
て
は
，

傷
害
致
死
罪
に
定
め
ら
れ
た
法
定
刑
の
上
限
に
近
い
主
文
の
刑
が
相
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
。」
と
判
示
す
る
。

判
決
は
、
当
該
個
別
具
体
的
事
実
に
対
す
る
判
断
で
あ
る
と
と
も
に
一
定
の
一
般
予
防
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
判
決
の
様
に
児
童
虐
待
防
止
の
あ
ら
ゆ
る
要
請
を
充
足
さ
せ
児
童
虐
待
防
止
法
の
改
正
や
社
会
事
情
ま
で
を
包
含
し
て
の「
あ
る
べ
き
」

量
刑
は
、
市
民
の
量
刑
感
覚
の
導
入
と
い
う
制
度
理
念
を
勘
案
し
て
も
従
前
の
よ
り
重
篤
な
児
童
虐
待
事
案
の
量
刑
と
比
較
し
裁
判
の
公

平
性
と
い
う
憲
法
理
念
に
抵
触
す
る
も
の
と
思
慮
し
妥
当
性
に
疑
念
を
禁
じ
え
な
い
量
刑
判
断
で
あ
る
。

【
判
例
二
】
最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
二
六
年
七
月
二
四
日
判
決（

（（
（

【
事
案
の
概
要
】

本
件
は
、
両
親
Ｘ
及
び
Ｙ
が
、
三
女
Ａ
に
継
続
的
に
暴
行
を
加
え
、
相
互
に
認
識
し
つ
つ
も
制
止
す
る
こ
と
な
く
容
認
し
共
謀
を
遂
げ

て
、
Ｘ
が
平
成
二
二
年
一
月
二
七
日
午
前
零
時
頃
、
自
宅
に
お
い
て
、
Ａ
（
当
時
一
歳
八
か
月
）
の
顔
面
を
含
む
頭
部
分
を
平
手
で
強
打

し
、
頭
部
を
床
に
打
ち
付
け
さ
せ
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
た
結
果
、
急
性
硬
膜
下
血
腫
な
ど
の
傷
害
を
負
わ
せ
、
同
年
三
月
七
日
午
後
八

時
五
九
分
頃
、
急
性
硬
膜
下
血
腫
に
基
づ
く
脳
腫
脹
に
よ
り
死
亡
さ
せ
た
事
案
で
あ
る
。
原
原
審
大
阪
地
裁
平
成
二
四
年
三
月
二
一
日
第
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裁
判
実
務
に
お
け
る
児
童
虐
待
事
案
の
刑
事
法
的
一
考
察
（
林
）

五
刑
事
部
判
決
（
上
述
【
判
例
一
】）
は
、
検
察
官
の
求
刑
懲
役
一
〇
年
を
凌
駕
す
る
懲
役
一
五
年
を
言
渡
し
た
裁
判
員
裁
判
で
あ
る
。
原

審
大
阪
高
裁
平
成
二
五
年
四
月
一
一
日
判
決
は
、
量
刑
不
当
と
す
る
被
告
人
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。

【
判
旨
】

最
高
裁
判
所
は
、
原
審
が
第
一
審
判
決
の
犯
情
及
び
一
般
情
状
に
関
す
る
評
価
を
支
持
す
る
点
は
正
当
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
被
告
人

両
名
を
各
懲
役
一
五
年
と
し
た
第
一
審
判
決
の
量
刑
及
び
こ
れ
を
維
持
し
た
点
は
是
認
で
き
な
い
と
判
示
し
た
。

法
廷
意
見
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
我
が
国
の
刑
法
は
、
一
つ
の
構
成
要
件
の
中
に
種
々
の
犯
罪
類
型
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
に
幅

広
い
法
定
刑
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
裁
判
に
お
い
て
は
、
行
為
責
任
の
原
則
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
当
該
犯
罪
行
為
に
ふ
さ
わ
し
い

と
考
え
ら
れ
る
刑
が
言
い
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
裁
判
例
が
集
積
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
犯
罪
類
型
ご
と
に
一
定
の
量
刑
傾
向
が

示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
先
例
の
集
積
そ
れ
自
体
は
直
ち
に
法
規
範
性
を
帯
び
る
も
の
で
は
な
い
が
、
量
刑
を
決
定
す
る
に
当

た
っ
て
、
そ
の
目
安
と
さ
れ
る
と
い
う
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
量
刑
が
裁
判
の
判
断
と
し
て
是
認
さ
れ
る
た
め
に
は
、
量
刑
要
素
が
客
観

的
に
適
切
に
評
価
さ
れ
、
結
果
が
公
平
性
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
量
刑
傾
向
を
視
野
に
入
れ

て
判
断
が
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
該
量
刑
判
断
の
プ
ロ
セ
ス
が
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
担
保
す
る
重
要
な
要
素
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
）
裁
判
員
裁
判
に
お
い
て
、
そ
れ
が
導
入
さ
れ
る
前
の
量
刑
傾
向
を
厳
密
に
調
査
・
分
析
す
る
こ
と
は
求
め
ら
れ

て
い
な
い
し
、
ま
し
て
や
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
ま
で
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
裁
判
員
裁
判
と
い
え
ど
も
、
他
の
裁

判
の
結
果
と
の
公
平
性
が
保
持
さ
れ
た
適
正
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
評
議
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
お
お
ま
か
な
量
刑
の
傾
向
を
裁
判
体
の
共
通
認
識
と
し
た
上
で
、
こ
れ
を
出
発
点
と
し
て
当
該
事
案
に
ふ
さ
わ
し
い
評
議
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。（
中
略
）
第
一
審
判
決
は
、
こ
れ
ま
で
の
傾
向
に
必
ず
し
も
同
調
せ
ず
、
そ
こ
か
ら
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踏
み
出
し
た
重
い
量
刑
が
相
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
前
記
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
傾
向
を
変

容
さ
せ
る
意
図
を
持
っ
て
量
刑
を
行
う
こ
と
も
、
裁
判
員
裁
判
の
役
割
と
し
て
直
ち
に
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
量
刑
判
断
が
公
平
性
の
観
点
か
ら
も
是
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、
従
来
の
量
刑
の
傾
向
を
前
提
と
す
べ
き
で
は
な
い
事
情
の

存
在
に
つ
い
て
、
裁
判
体
の
判
断
が
具
体
的
、
説
得
的
に
判
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
判
示
し
、
原
審
及
び
第
一
審
判
決
を
破
棄
し
、

被
告
人
両
名
の
各
行
為
を
傷
害
致
死
罪
の
共
同
正
犯
と
し
た
上
で
実
行
行
為
を
し
た
父
親
Ｘ
を
懲
役
一
〇
年
、
実
行
行
為
に
は
及
ん
で
い

な
い
母
親
Ｙ
を
懲
役
八
年
に
処
し
た
。

【
研
究
】

一　

本
事
案
は
、
裁
判
員
裁
判
で
の
量
刑
判
断
に
当
た
り
従
前
の
「
量
刑
相
場
」
か
ら
「
量
刑
傾
向
」
へ
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
範
囲
ま

で
許
容
さ
れ
る
か
を
問
う
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
裁
判
員
裁
判
開
始
後
の
量
刑
判
断
に
は
、
厳
罰
化
傾
向
と
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
よ
り

正
確
に
言
う
と
裁
判
員
裁
判
の
量
刑
は
二
極
化
し
、
性
犯
罪
及
び
児
童
虐
待
等
の
一
定
の
犯
罪
類
型
に
対
し
て
は
従
前
の
職
業
裁
判
官
に

よ
る
量
刑
判
断
よ
り
厳
罰
化
傾
向
に
あ
り
、
家
庭
内
事
案
で
は
寛
刑
化
傾
向
に
あ
り
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
の
増
加
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
最

新
の
デ
ー
タ
で
あ
る
平
成
二
六
年
一
〇
月
末
現
在
七
、一
九
〇
件
の
終
局
件
数
の
中
で
懲
役
三
年
以
下
一
、五
六
二
件
中
執
行
猶
予
判
決
は

一
、一
二
一
件
で
、
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
判
決
は
、
そ
の
内
六
〇
六
件
で
あ
り
五
四
・
〇
五
％
に
達
し
て
い
る（

（（
（

。

原
原
審
大
阪
地
裁
平
成
二
四
年
三
月
二
一
日
第
五
刑
事
部
判
決
は
、
量
刑
判
断
に
お
い
て
「
あ
る
べ
き
量
刑
等
に
つ
い
て
議
論
す
る
」、

「
行
為
責
任
が
重
大
と
考
え
ら
れ
る
児
童
虐
待
事
犯
に
対
し
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
厳
し
い
罰
を
科
す
る
こ
と
が
そ
う
し
た
法
改
正
や
社

会
情
勢
に
適
合
す
る
」
等
と
本
件
傷
害
致
死
事
案
を
児
童
虐
待
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
す
と
の
視
点
か
ら
検
察
官
の
求
刑
を
大
幅
に
超
過
す

る
量
刑
を
科
し
た
。
原
原
審
は
、
平
成
二
五
年
度
の
大
阪
府
の
児
童
相
談
所
へ
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
六
、五
〇
九
件
及
び
大
阪
市 



六
一
七

裁
判
実
務
に
お
け
る
児
童
虐
待
事
案
の
刑
事
法
的
一
考
察
（
林
）

三
、一
九
三
件
合
わ
せ
て
九
、七
〇
二
件
で
全
国
の
総
数
七
三
、七
六
五
件
の
一
三
・
一
五
％
に
該
当
し
全
国
ト
ッ
プ
で
あ
る
と
い
う
事
実（

（（
（

及

び
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
岸
和
田
中
学
生
ネ
グ
レ
ク
ト
事
案
、
西
淀
川
区
小
四
女
児
虐
待
死
事
案
、
西
区
二
幼
児
放
置
死
事
案
等（

（（
（

の
発

生
に
も
配
意
し
て
の
量
刑
と
も
思
わ
れ
、
単
な
る
事
案
解
決
を
超
え
て
の
一
般
予
防
効
果
を
狙
っ
た
判
断
で
あ
り
公
平
な
事
案
解
決
の
域

を
逸
脱
す
る（

（（
（

。

二　

白
木
勇
裁
判
官
は
、
補
足
意
見
に
お
い
て
「
裁
判
員
裁
判
を
担
当
す
る
裁
判
官
と
し
て
は
、
量
刑
に
関
す
る
判
例
や
文
献
等
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
量
刑
評
議
の
在
り
方
に
つ
い
て
日
頃
か
ら
研
究
し
、
考
え
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
評
議
に
臨
ん
で
は
、
個
別
の

事
案
に
即
し
て
判
断
に
必
要
な
事
項
を
裁
判
員
に
て
い
ね
い
に
説
明
し
、
そ
の
理
解
を
得
て
量
刑
評
議
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。（
中

略
）
処
罰
の
公
平
性
は
裁
判
員
裁
判
を
含
む
刑
事
裁
判
全
般
に
お
け
る
基
本
的
な
要
請
で
あ
り
、
同
種
事
犯
の
量
刑
の
傾
向
を
考
慮
に
入

れ
て
量
刑
を
判
断
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
、
裁
判
員
裁
判
に
お
い
て
も
何
ら
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
量
刑
評
議
は

合
理
的
な
指
針
も
な
い
ま
ま
直
感
に
よ
る
意
見
の
交
換
と
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
量
刑
判
断
の
客
観
的
な
合
理
性
を
確

保
す
る
た
め
、
裁
判
官
と
し
て
は
、
評
議
に
お
い
て
、
当
該
事
案
の
法
定
刑
を
ベ
ー
ス
に
し
た
上
、
参
考
と
な
る
お
お
ま
か
な
量
刑
の
傾

向
を
紹
介
し
、
裁
判
体
全
員
の
共
通
の
認
識
と
し
た
上
で
評
議
を
進
め
る
べ
き
で
あ
り
、
併
せ
て
、
裁
判
員
に
対
し
、
同
種
事
案
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
要
素
を
考
慮
し
て
量
刑
判
断
が
行
わ
れ
て
き
た
か
、
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
量
刑
の
傾
向
が
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で

出
発
点
と
な
る
べ
き
な
の
か
と
い
っ
た
事
情
を
適
切
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
量
刑
の
傾
向
の
意
義
や
内
容
を
十

分
理
解
し
て
も
ら
っ
て
初
め
て
裁
判
員
と
裁
判
官
と
の
実
質
的
な
意
見
交
換
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し

た
過
程
を
経
て
、
裁
判
体
が
量
刑
の
傾
向
と
異
な
っ
た
判
断
を
し
、
そ
う
し
た
裁
判
例
が
蓄
積
さ
れ
て
量
刑
の
傾
向
が
変
わ
っ
て
い
く
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
国
民
の
感
覚
を
反
映
し
た
量
刑
判
断
で
あ
り
、
裁
判
員
裁
判
の
健
全
な
運
用
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
判
示
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八

し
、
量
刑
判
断
に
お
け
る
職
業
裁
判
官
の
役
割
に
も
論
及
す
る
。

本
判
決
は
、
裁
判
員
裁
判
合
議
体
の
判
断
を
尊
重
す
る
と
の
最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
二
四
年
二
月
一
三
日
判
決
（
刑
集
六
六
巻
四
号

四
八
二
頁
）
を
維
持
し
な
が
ら
も
量
刑
判
断
の
公
平
性
の
重
要
性
を
考
慮
し
、
原
審
及
び
第
一
審
判
決
を
破
棄
し
自
判
し
た
も
の
で
妥
当

な
判
断
で
あ
る
。

（
二
）　

ネ
グ
レ
ク
ト
事
例

【
判
例
三
】
大
阪
地
裁
平
成
二
四
年
三
月
一
六
日
第
六
刑
事
部
判
決（

（（
（

【
事
実
の
概
要
】

被
告
人
は
、
平
成
二
二
年
六
月
一
日
頃
か
ら
勤
務
す
る
風
俗
店
の
男
性
客
宅
に
外
泊
し
九
日
に
帰
宅
し
て
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
蒸
し
パ

ン
、
お
に
ぎ
り
、
手
巻
き
寿
司
と
ジ
ュ
ー
ス
を
自
宅
リ
ビ
ン
グ
に
い
る
長
女
Ａ
（
死
亡
当
時
三
歳
）
及
び
長
男
Ｂ
（
死
亡
当
時
一
歳
）
の
前

に
一
人
に
一
つ
ず
つ
開
封
し
て
置
い
た
。
そ
の
際
、
被
告
人
は
、
ゴ
ミ
と
糞
尿
が
散
乱
し
た
極
め
て
不
衛
生
な
室
内
で
Ａ
及
び
Ｂ
が
相
当

衰
弱
し
て
い
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
被
告
人
の
ほ
か
に
Ａ
ら
を
育
児
す
る
者
は
な
く
、
必
要
な
食
事
を
与
え
な
け
れ
ば
Ａ
ら
が
死
亡

す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
水
道
設
備
も
な
く
、
空
の
冷
蔵
庫
が
置
い
て
あ
る
リ
ビ
ン
グ
と
廊
下
と
の
間
の
扉
に
粘
着

テ
ー
プ
を
貼
っ
て
固
定
し
さ
ら
に
玄
関
ド
ア
に
鍵
を
か
け
、
Ａ
ら
が
出
て
こ
ら
れ
な
い
状
態
に
し
て
自
宅
か
ら
早
々
に
立
ち
去
っ
た
。

そ
れ
以
後
、
被
告
人
は
、
勤
務
す
る
風
俗
店
の
男
性
客
宅
に
外
泊
し
同
月
下
旬
頃
ま
で
の
間
、
Ａ
ら
に
食
事
を
与
え
る
手
立
て
も
取
ら

ず
帰
宅
す
る
こ
と
も
な
く
放
置
し
、
同
月
下
旬
頃
、
Ａ
及
び
Ｂ
を
い
ず
れ
も
脱
水
を
伴
う
低
栄
養
に
よ
り
餓
死
さ
せ
た
。

被
告
人
は
、
勤
務
先
の
上
司
か
ら
の
電
話
に
よ
っ
て
七
月
二
九
日
に
帰
宅
し
、
Ａ
及
び
Ｂ
の
死
亡
を
確
認
し
た
後
再
び
外
出
し
サ
ッ
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カ
ー
観
戦
で
知
り
合
っ
た
男
性
と
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
同
宿
し
た
。
翌
三
〇
日
、
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
上
司
は
、「
異
臭
が
す
る
。」

と
一
一
〇
番
通
報
し
、
駆
け
つ
け
た
警
察
官
が
部
屋
の
中
央
で
死
亡
し
て
い
る
全
裸
の
Ａ
及
び
Ｂ
を
発
見
し
た
。
二
人
の
遺
体
は
、
腐
敗

し
て
白
骨
化
し
一
部
は
ミ
イ
ラ
化
し
て
お
り
、
体
重
は
Ａ
が
五
・
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ
は
二
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
皮
下
脂
肪
は
全
く
な
い
状
態

で
あ
っ
た
。

【
判
旨
】

本
件
は
、
被
告
人
の
行
為
を
殺
人
罪
と
す
る
検
察
官
の
主
張
に
対
し
被
告
人
は
殺
意
を
否
定
し
弁
護
人
は
保
護
責
任
者
遺
棄
致
死
罪
の

適
用
を
主
張
す
る
否
認
事
件
で
あ
り
、
争
点
は
殺
意
の
認
否
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、「
被
告
人
は
、
本
件
当
日
に
自
宅
を
立
ち
去
る
時
点
で
、
立
ち
去
る
と
い
う
行
為
が
、
リ
ビ
ン
グ
か
ら
Ａ
ら
を
出
ら
れ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
生
命
に
危
険
が
生
じ
て
い
る
Ａ
ら
を
死
亡
さ
せ
る
可
能
性
が
高
い
、
危
険
な
行
為
で
あ
る
と
認
識
し
、
そ

の
後
も
、
そ
の
危
険
が
日
々
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
、
何
ら
Ａ
ら
の
生
命
を
救
う
た
め
の
手
立
て
を
講
じ
る
こ
と
な
く
放

置
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
一
連
の
作
為
及
び
不
作
為
に
つ
い
て
、
被
告
人
に
は
、
刑
法
上
の
殺
意
が
あ
る
と
判
断
で
き
る
。」
と

判
示
し
、
殺
人
罪
を
適
用
し
被
告
人
を
懲
役
三
〇
年
に
処
し
た
。

裁
判
所
は
、
量
刑
判
断
に
お
い
て
「
本
件
で
亡
く
な
っ
た
子
供
ら
の
よ
う
な
被
害
者
が
二
度
と
出
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
行
政
を
含
む

社
会
全
般
が
、
児
童
虐
待
の
発
見
、
防
止
に
一
層
務
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
苦
し
む
親
に
対
し
て
理
解
と
関
心
を
示
し
、
協
力
し
て

い
く
こ
と
を
願
い
」
と
判
示
し
、
一
般
予
防
的
見
地
に
も
配
意
す
る
。

【
研
究
】

一　

弁
護
人
は
、
起
訴
後
に
臨
床
心
理
学
を
専
門
と
す
る
大
学
教
授
に
被
告
人
の
殺
意
に
関
し
て
心
理
鑑
定
を
依
頼
し
た
。
同
教
授
は
、
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「
被
告
人
は
、
解
離
状
態
を
も
た
ら
す
ト
ラ
ウ
マ
性
体
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
目
前
の
事
柄
に
意
識
を
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

に
と
っ
て
の
否
定
的
な
認
知
、
例
え
ば
、
子
供
を
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
い
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
、
子
供
が
寂
し
い
か
な
と
い
っ
た
情
緒

を
無
意
識
の
う
ち
に
、
自
動
的
に
ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
る
よ
う
に
、
意
識
か
ら
閉
め
出
し
、
一
種
の
自
己
催
眠
状
態
に
な
る
解
離
的
認
知
操

作
と
い
う
心
理
的
対
処
の
状
態
に
あ
っ
た
。」「
被
告
人
は
、
過
去
の
ネ
グ
レ
ク
ト
体
験
か
ら
、
見
捨
て
ら
れ
た
幼
少
期
の
自
分
の
姿
を
避

け
る
の
に
必
死
で
、
子
供
達
が
死
ぬ
こ
と
が
、
被
告
人
の
中
で
意
識
化
さ
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。」
等
と
供
述
し
た
。
弁
護
人
は
、

同
教
授
の
供
述
に
基
づ
い
て
被
告
人
に
は
殺
意
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
、
精
神
科
医
の
「
被
告
人
に
は
本
件
犯
行
当

時
、
解
離
性
健
忘
、
解
離
性
障
害
等
を
含
む
精
神
疾
患
は
認
め
ら
れ
ず
、
何
ら
の
意
識
障
害
も
な
か
っ
た
」
と
の
供
述
を
採
用
し
殺
意
を

認
定
し
た
。
裁
判
所
は
、
児
童
虐
待
の
専
門
家
で
あ
る
大
学
教
授
の
供
述
を
採
用
し
な
か
っ
た
が
、
被
告
人
が
被
虐
待
児
で
あ
っ
た
事
実

と
共
に
本
件
犯
行
に
至
っ
た
経
緯
を
視
野
に
入
れ
た
児
童
虐
待
の
発
生
の
機
序
に
つ
い
て
の
専
門
家
の
知
見
は
傾
聴
に
値
す
る
も
の
で
あ

る
。

二　

被
告
人
の
家
族
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
被
告
人
は
、
三
人
姉
妹
の
長
女
と
し
て
出
生
し
、
六
歳
の
時
に
両
親
が
別
居
し
、
姉
妹

は
母
親
に
引
き
取
ら
れ
た
が
ネ
グ
レ
ク
ト
状
態
に
あ
っ
た
。
両
親
は
、
被
告
人
が
小
学
一
年
生
の
と
き
離
婚
し
、
姉
妹
は
父
親
に
引
き
取

ら
れ
た
。
父
親
は
、
離
婚
の
一
年
半
後
、
被
告
人
の
英
語
塾
の
教
師
と
再
婚
し
、
被
告
人
よ
り
一
歳
下
の
継
母
の
連
れ
子
を
含
む
六
人
の

生
活
が
始
ま
っ
た
。
継
母
は
、
自
分
の
連
れ
子
と
姉
妹
の
差
別
的
な
扱
い
等
か
ら
一
年
半
後
に
父
親
と
離
婚
に
至
っ
た
。

被
告
人
は
、
高
校
の
教
師
で
ラ
グ
ビ
ー
部
の
顧
問
で
あ
る
シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
の
下
で
生
活
し
た
が
中
学
生
時
代
は
家
出
、
外
泊
、
援

助
交
際
等
の
非
行
歴
が
あ
る
。
被
告
人
は
、
中
学
二
年
生
の
と
き
集
団
で
の
暴
行
・
レ
イ
プ
の
被
害
に
あ
い
、
そ
の
夜
に
大
量
の
服
薬
を

し
て
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
。
被
告
人
は
、
中
学
卒
業
後
に
父
親
の
知
人
の
教
諭
の
い
る
高
等
専
修
学
校
に
進
学
し
教
諭
の
母
親
宅
に
下
宿
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し
、
卒
業
後
、
地
元
の
日
本
料
理
店
に
就
職
し
た
。
被
告
人
は
、
同

僚
の
当
時
一
九
歳
の
大
学
生
と
交
際
し
妊
娠
し
、
一
九
歳
で
結
婚

し
、
二
〇
歳
で
長
女
を
出
産
し
二
二
歳
で
長
男
を
出
産
し
育
児
に
専

念
し
た
。
被
告
人
は
、
夫
に
内
緒
で
生
活
費
を
補
充
す
る
た
め
消
費

者
ロ
ー
ン
か
ら
借
金
を
し
た
り
、
中
学
時
代
の
同
級
生
と
浮
気
を
す

る
等
の
問
題
行
動
を
惹
起
し
、
夫
の
両
親
及
び
被
告
人
の
実
父
を
交

え
た
家
族
会
議
が
行
わ
れ
、
夫
婦
の
意
に
反
し
て
離
婚
に
至
っ
た
。

離
婚
直
後
、
被
告
人
は
、
名
古
屋
市
内
の
寮
と
託
児
所
を
備
え
た

キ
ャ
バ
ク
ラ
で
働
き
二
人
の
子
供
と
生
活
し
て
い
た
が
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
住
民
か
ら
虐
待
通
告
が
あ
り
警
察
は
長
女
を
保
護
し
、
児
童
相

談
所
に
書
面
で
報
告
し
た
。

裁
判
所
は
、
被
告
人
が
自
ら
の
意
思
で
子
供
を
引
き
取
っ
た
責
任

を
追
及
す
る
一
方
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
し
て
子
育
て
に
孤
立
す
る
被

告
人
に
対
し
周
囲
の
人
や
児
童
相
談
所
等
公
共
機
関
へ
の
支
援
要
請

の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
被
告
人
の
責
に
帰
す
る
離
婚
原
因
で
は
あ

る
が
、
就
労
期
間
僅
か
結
婚
直
前
の
五
ヶ
月
の
被
告
人
が
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
と
し
て
養
育
費
も
受
け
ず
に
二
人
の
乳
幼
児
を
抱
え
て
の
生

49

A  3 歳 B  1 歳

実母は風俗店で
働き出して

何人かと交際

母方
祖母

母方祖母は母方祖父と
離婚後、再婚して 2 子
出産、その後再び離婚

母方祖父は、離婚後、
たびたび交際女性を

変えていた。

不詳母方
祖父

実母
実父

浮気
相手

24?

43?

23

※年齢は A・B 死亡時のもの。

出所：川崎二三彦・増沢高編著『日本の児童虐待重大事件 2000─2010』、406 頁、樹系図、
　　　より氏名を変えて引用。
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活
は
客
観
的
に
困
難
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
被
告
人
の
実
父
、
夫
の
両
親
及
び
夫
自
身
が
、
家
族
会
議
の
直
前
に
子
供
を
残
し
て

家
出
を
し
た
被
告
人
に
養
育
が
可
能
と
考
え
た
の
か
、
二
人
の
乳
幼
児
の
養
育
を
乳
幼
児
中
心
に
考
え
る
時
、
各
自
が
十
全
の
責
務
を
果

た
し
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。

三　

被
告
人
の
居
住
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
部
屋
は
、
勤
務
す
る
風
俗
店
が
寮
と
し
て
借
上
げ
て
い
た
一
一
階
建
て
賃
貸
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン

シ
ョ
ン
（
八
〇
戸
入
居
）
の
一
室
で
あ
り
、
近
隣
と
の
接
触
の
な
い
居
住
空
間
で
あ
る
。
同
一
の
近
隣
住
民
か
ら
匿
名
の
児
童
虐
待
通
告

が
、
児
童
相
談
所
に
三
回
な
さ
れ
、
五
回
の
訪
問
が
な
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
直
接
安
全
確
認
が
な
さ
れ
ず
に
二
人
の
被
害
児
の

救
出
は
出
来
ず
、
腐
敗
し
て
白
骨
化
し
一
部
は
ミ
イ
ラ
化
し
た
遺
体
の
発
見
と
い
う
結
末
を
迎
え
た
。

時
宜
を
得
た
適
切
な
児
童
相
談
所
の
緊
急
対
応
は
、
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
行
政
の
不
作
為

責
任
も
問
わ
れ
る
。

（
三
）　

児
童
期
性
的
虐
待
事
例

【
判
例
四
】
秋
田
地
裁
平
成
二
五
年
二
月
二
〇
日
刑
事
部
判
決（

（（
（

【
事
実
の
概
要
】

被
告
人
は
、
秋
田
県
立
高
等
学
校
教
諭
と
し
て
平
成
二
一
年
四
月
か
ら
同
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
顧
問
兼
監
督
を
務
め
、
監
督
就
任

三
年
目
の
平
成
二
三
年
八
月
に
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
果
た
す
ま
で
の
成
果
を
上
げ
た
。
全
部
員
は
、
被
告
人
の
指
導
に
よ
り
チ
ー
ム

の
実
力
が
向
上
し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
た
。
被
告
人
の
指
導
は
非
常
に
厳
し
く
、
練
習
内
容
は
も

と
よ
り
、
怒
る
と
部
員
を
無
視
し
た
り
練
習
の
場
か
ら
外
し
た
り
、
礼
儀
や
身
だ
し
な
み
、
授
業
態
度
な
ど
部
活
動
以
外
の
学
校
生
活
全
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般
に
及
ん
で
い
た
。
部
員
ら
は
、
被
告
人
の
指
導
、
指
示
に
従
う
こ
と
が
個
人
や
チ
ー
ム
の
実
力
向
上
に
つ
な
が
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
も
可
能
に
な
る
も
の
と
受
け
止
め
、
被
告
人
の
指
導
力
に
信
頼
を
寄
せ
つ
つ
被
告
人
を
尊
敬
し
、
被
告
人
の
厳
し
い
指
導
に
耐
え
な
が

ら
部
活
動
に
励
ん
で
き
た
。
被
告
人
の
指
示
は
、
部
活
動
に
限
ら
ず
学
校
生
活
の
面
に
お
い
て
も
徹
底
し
て
お
り
、
こ
れ
に
反
し
た
場
合

に
は
被
告
人
の
指
導
を
受
け
ら
れ
ず
、
試
合
に
も
出
し
て
も
ら
え
な
い
な
ど
と
い
う
意
識
が
部
員
に
強
く
根
付
い
て
い
た
。

被
告
人
は
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
顧
問
兼
監
督
と
し
て
の
地
位
を
利
用
し
、
平
成
二
三
年
八
月
九
日
午
前
零
時
一
〇
分
頃
か
ら
同
日

午
前
一
時
頃
ま
で
の
間
、
遠
征
先
の
秋
田
県
由
利
本
荘
市
内
の
ホ
テ
ル
自
室
に
お
い
て
、
被
害
者
Ｃ
（
当
時
一
六
歳
）
に
対
し
「
脱
げ
。」

等
と
言
い
、
Ｃ
が
「
嫌
で
す
。」
と
答
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
更
に
「
脱
げ
。」
と
繰
り
返
し
言
っ
た
上
、
な
お
も
Ｃ
が
断
る
と
、「
こ

れ
セ
ク
ハ
ラ
だ
か
。
こ
れ
を
セ
ク
ハ
ラ
だ
と
言
う
ん
だ
っ
た
ら
、
あ
と
お
前
に
用
は
な
い
か
ら
出
て
行
け
。」
等
と
言
い
、
Ｃ
が
被
告
人

に
逆
ら
え
な
い
状
態
に
あ
る
の
に
乗
じ
Ｃ
の
着
て
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
裾
を
両
手
で
持
ち
上
げ
脱
が
せ
Ｃ
の
上
半
身
を
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
着
用
だ

け
の
半
裸
の
状
態
に
さ
せ
た
。

被
告
人
は
、
同
日
午
後
九
時
過
ぎ
頃
か
ら
三
〇
分
位
の
間
、
自
室
に
お
い
て
、
被
害
者
Ｂ
（
当
時
一
六
歳
）
に
対
し
「
鎖
骨
の
部
分
出

せ
る
か
。」
と
言
い
、
Ｂ
が
「
出
せ
ま
せ
ん
。」
と
答
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
脱
げ
る
か
。」
等
と
言
い
、
従
う
か
迷
っ
て
い
る
Ｂ
に
対

し
さ
ら
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し
、
Ｂ
が
被
告
人
に
逆
ら
え
な
い
状
態
に
あ
る
の
に
乗
じ
Ｂ
の
着
て
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
脱
が
せ
左
手
で
Ｂ
の

右
肩
を
押
さ
え
た
上
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
の
中
に
右
手
を
差
入
れ
て
乳
房
を
弄
び
、
さ
ら
に
、
Ｂ
の
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
の
ホ
ッ
ク
を
外
し
た
。

被
告
人
は
、
同
年
九
月
一
〇
日
午
後
一
一
時
頃
か
ら
翌
一
一
日
午
前
三
時
頃
ま
で
の
間
、
遠
征
先
の
青
森
県
立
Ｇ
高
等
学
校
敷
地
内
に

あ
る
Ｇ
会
館
三
階
廊
下
に
お
い
て
、
被
告
人
に
来
る
よ
う
言
わ
れ
て
同
所
に
様
子
を
伺
い
に
来
た
被
害
者
Ａ
（
当
時
一
七
歳
）
及
び
被
害

者
Ｂ
に
対
し
「
来
い
。」、「
寝
ろ
。」
等
と
言
っ
て
仰
向
け
に
な
っ
て
両
腕
を
広
げ
た
状
態
で
寝
て
い
た
被
告
人
の
布
団
に
両
名
を
入
ら
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せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
被
告
人
の
腕
を
枕
に
す
る
よ
う
に
添
い
寝
さ
せ
た
。
被
告
人
は
、
Ａ
に
対
し
肘
を
内
側
に
曲
げ
て
抱
き
寄
せ
る
よ
う
に

し
て
「
こ
れ
セ
ク
ハ
ラ
だ
が
。」
と
言
い
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
布
団
の
中
で
Ａ
と
二
人
だ
け
に
な
っ
た
際
に
も
「
こ
れ
セ
ク
ハ
ラ
だ
が
。」

等
と
言
っ
て
、
Ａ
が
被
告
人
に
逆
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
の
に
乗
じ
Ａ
が
着
て
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
裾
か
ら
手
を
差
し
入
れ
て

Ａ
の
胸
部
付
近
の
素
肌
を
手
掌
で
触
り
、
さ
ら
に
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
上
か
ら
Ａ
の
胸
部
を
手
掌
で
触
っ
た
。
被
告
人
は
、
廊
下
に
敷
か
れ
て

い
た
Ｂ
が
一
人
で
寝
て
い
た
布
団
の
中
に
入
り
、
腕
枕
を
し
て
い
た
腕
の
肘
を
曲
げ
て
抱
き
締
め
「
セ
ク
ハ
ラ
だ
が
。」
と
言
い
、
Ｂ
が

「
違
う
と
思
い
ま
す
。」
と
答
え
る
と
、「
思
い
ま
す
じ
ゃ
困
る
。」
等
と
言
っ
て
、
Ｂ
が
被
告
人
に
逆
ら
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る

の
に
乗
じ
Ｂ
の
着
て
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
裾
か
ら
手
を
差
し
入
れ
て
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
の
上
か
ら
Ｂ
の
乳
房
を
つ
か
ん
だ
上
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
の

ホ
ッ
ク
を
外
し
て
乳
房
を
手
で
弄
ん
だ
り
、
パ
ン
ツ
の
中
に
手
を
差
し
入
れ
Ｂ
の
陰
部
を
手
指
で
弄
び
、
さ
ら
に
、
Ｂ
の
右
手
首
を
つ
か

ん
で
自
己
の
勃
起
し
た
陰
茎
に
触
ら
せ
た
。

被
告
人
は
、
九
月
一
七
日
午
後
一
一
時
頃
か
ら
翌
一
八
日
午
前
零
時
頃
ま
で
の
間
、
遠
征
先
の
青
森
県
内
の
高
等
学
校
の
宿
泊
し
て

い
た
部
屋
に
お
い
て
被
害
者
Ｄ
（
当
時
一
七
歳
）
に
対
し
「
脱
げ
。
裸
で
待
っ
て
ろ
。
そ
し
た
ら
コ
ー
チ
が
喜
ぶ
ぞ
。」
等
と
言
い
、
Ｄ
が

「
嫌
で
す
。」
と
答
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
脱
げ
。」
と
繰
り
返
し
言
い
、
さ
ら
に
、
そ
の
身
体
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
Ｄ
が
被
告
人
に
逆
ら

え
な
い
状
態
に
あ
る
の
に
乗
じ
右
手
を
Ｄ
の
パ
ン
ツ
の
中
に
差
し
入
れ
て
股
関
節
付
近
を
触
っ
た
上
、
Ｄ
を
膝
立
ち
に
さ
せ
て
両
手
で
頭

を
つ
か
ん
で
被
告
人
の
股
関
付
近
に
Ｄ
の
顔
面
を
引
き
寄
せ
、「
俺
の
な
め
る
か
。」
等
と
言
っ
て
口
淫
を
迫
っ
た
。

被
告
人
は
、
一
〇
月
二
一
日
午
後
一
〇
時
頃
か
ら
一
一
時
頃
ま
で
の
間
、
遠
征
先
の
山
形
県
長
井
市
内
の
旅
館
の
自
室
に
お
い
て
、
被

害
者
Ａ
を
呼
び
出
し
二
人
き
り
に
な
り
、
Ａ
に
対
し
、「
一
緒
に
お
風
呂
に
入
り
た
い
な
。」、「
エ
ッ
チ
し
た
い
な
。」
等
と
言
っ
て
、
Ａ

が
被
告
人
に
逆
ら
え
な
い
状
態
に
あ
る
の
に
乗
じ
Ａ
の
身
体
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
Ａ
の
口
に
接
吻
し
た
上
、
Ａ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ブ
ラ
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ジ
ャ
ー
の
中
に
手
を
差
し
入
れ
て
乳
房
を
弄
び
、
ハ
ー
フ
パ
ン
ツ
と
パ
ン
ツ
を
脱
が
せ
て
、
自
己
の
陰
茎
を
Ａ
の
陰
部
に
押
し
つ
け
た
。

被
告
人
は
、
平
成
二
四
年
二
月
二
日
午
後
六
時
五
分
頃
か
ら
六
時
三
〇
分
頃
ま
で
の
間
、
遠
征
先
の
秋
田
県
立
高
等
学
校
敷
地
内
の
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
内
に
お
い
て
、
被
害
者
Ａ
と
二
人
き
り
に
な
り
、
Ａ
に
対
し
、「
一
緒
に
お
風
呂
入
り
た
い
な
。」、「
こ
の
前
途
中
だ
っ
た

か
ら
続
き
が
し
た
い
な
。」
等
と
言
っ
て
、
Ａ
が
被
告
人
に
逆
ら
え
な
い
状
態
に
あ
る
の
に
乗
じ
Ａ
の
口
に
接
吻
し
た
上
、
体
操
着
、
ブ

ラ
ジ
ャ
ー
の
中
に
手
を
差
し
入
れ
て
乳
房
を
弄
ん
だ
。

被
害
者
四
名
は
、
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
二
年
生
部
員
で
あ
っ
た
。

【
判
旨
】

裁
判
所
は
、「
本
件
各
わ
い
せ
つ
行
為
に
つ
い
て
の
被
害
者
ら
の
供
述
は
、
被
害
者
ら
が
一
部
の
部
員
に
告
げ
、
そ
の
後
各
保
護
者
に

申
告
し
た
内
容
と
概
要
一
致
し
、
一
貫
し
て
い
る
か
ら
、
基
本
的
に
は
信
用
性
が
高
い
」
と
判
示
し
、
被
害
者
四
名
の
各
供
述
の
信
用
性

を
認
め
た
。
裁
判
所
は
、
量
刑
理
由
に
お
い
て
「
監
督
と
し
て
の
地
位
を
こ
と
さ
ら
利
用
し
て
判
示
各
犯
行
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
そ

の
卑
劣
さ
は
顕
著
で
あ
る
。
判
示
各
犯
行
が
校
内
や
遠
征
で
の
宿
泊
先
と
い
う
部
活
動
な
い
し
は
そ
の
延
長
と
も
い
う
べ
き
場
に
お
い
て

行
わ
れ
て
い
る
点
は
極
め
て
悪
質
と
い
う
ほ
か
な
く
、
ま
た
、
わ
ず
か
半
年
程
度
の
間
に
四
人
の
部
員
ら
に
対
し
合
計
七
回
の
わ
い
せ
つ

行
為
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
被
告
人
の
規
範
意
識
は
相
当
鈍
麻
し
て
お
り
、
ま
た
、
教
師
と
し
て
の
自
覚
に
疑
問
を
抱

か
ざ
る
を
得
な
い
。」
と
判
示
し
、
被
告
人
を
懲
役
三
年
六
月
に
処
し
た（

（（
（

。

【
研
究
】

性
的
虐
待
の
事
実
は
、
被
害
者
の
羞
恥
心
や
加
害
者
の
被
害
者
へ
の
暗
黙
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
顕
現
化
が
困
難
で
あ
る
。
特
に
、
加

害
者
が
、
教
育
者
で
あ
り
部
活
動
の
指
導
者
で
あ
る
場
合
に
は
地
位
利
用
に
よ
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
重
複
し
、
顕
在
化
は
一
層
困
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難
と
な
る
。

本
件
性
的
虐
待
の
顕
在
化
の
端
緒
は
、
被
害
者
ら
が
被
告
人
か
ら
わ
い
せ
つ
行
為
を
さ
れ
た
事
実
を
被
害
直
後
、
あ
る
い
は
暫
く
し
て

一
部
の
部
員
に
打
ち
明
け
、
わ
い
せ
つ
被
害
を
受
け
た
部
員
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
部
員
が
シ
ョ
ッ
ク
で
学
校
を
休
ん
だ
り
部
活

動
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
保
護
者
が
、
同
部
員
か
ら
事
情
を
聞
き
、
被
害
者
ら
に
対
す
る
わ
い
せ
つ
行
為
の
事
実
を
知

り
、
平
成
二
四
年
二
月
一
六
日
頃
か
ら
被
害
者
ら
の
母
親
に
連
絡
が
回
り
、
各
母
親
が
被
害
者
ら
に
事
情
を
確
認
し
、
各
被
害
者
が
被
告

人
か
ら
本
件
わ
い
せ
つ
行
為
を
さ
れ
た
と
申
告
し
た
た
め
本
件
各
わ
い
せ
つ
行
為
が
保
護
者
ら
に
明
ら
か
と
な
り
、
同
月
一
八
日
夜
、
二

年
生
部
員
の
保
護
者
会
が
開
催
さ
れ
他
の
部
員
の
保
護
者
や
学
校
側
に
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

被
害
状
況
が
深
刻
な
Ｂ
の
供
述
は
、「
被
告
人
に
言
わ
れ
別
の
布
団
に
入
っ
て
い
る
と
、
被
告
人
が
自
分
の
布
団
に
入
っ
て
き
て
『
セ

ク
ハ
ラ
だ
が
。』
と
言
っ
た
の
で
『
違
う
と
思
い
ま
す
。』
と
答
え
た
。
そ
の
よ
う
に
答
え
た
の
は
、
被
告
人
に
怒
ら
れ
る
か
、
冷
た
く

さ
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
被
告
人
は
、『
思
い
ま
す
じ
ゃ
困
る
。』
な
ど
と
言
い
『
違
い
ま
す
。』
と
答
え
る
と
、
被
告
人

は
、
初
め
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
上
か
ら
手
の
甲
で
胸
の
膨
ら
ん
で
い
る
部
分
を
ぽ
ん
と
叩
か
れ
、
そ
し
て
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
中
に
手
を
入
れ
て
ブ
ラ

ジ
ャ
ー
の
上
か
ら
乳
房
を
も
む
よ
う
な
形
で
触
り
、
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
の
ホ
ッ
ク
を
外
し
て
じ
か
に
乳
房
を
触
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
さ
れ
て
気

持
ち
が
悪
い
、
セ
ク
ハ
ラ
だ
と
思
っ
た
が
、
被
告
人
か
ら
『
セ
ク
ハ
ラ
だ
が
。』
と
言
わ
れ
て
も
セ
ク
ハ
ラ
だ
と
は
答
え
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
に
言
う
と
、
練
習
で
技
術
指
導
し
て
も
ら
え
な
く
な
っ
た
り
、
試
合
に
も
出
し
て
も
ら
え
な
く
な
る
な
ど
、
被
告
人
の
自
分
に
対

す
る
態
度
が
変
わ
る
の
が
怖
か
っ
た
。
そ
の
後
、
被
告
人
が
被
害
者
Ａ
の
布
団
に
行
っ
て
戻
っ
て
来
た
が
、
被
告
人
は
、
そ
の
間
に
直
し

て
い
た
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
を
再
び
外
し
て
じ
か
に
乳
房
を
触
り
、
短
パ
ン
の
上
か
ら
陰
部
を
触
り
、
お
尻
を
指
で
つ
ま
む
よ
う
に
し
て
触
っ
た
。

ま
た
、
被
告
人
は
パ
ン
ツ
の
中
に
手
を
入
れ
て
陰
部
を
触
っ
て
中
に
指
を
入
れ
た
。
そ
の
後
、
被
告
人
は
、
自
分
の
短
パ
ン
を
引
っ
張
っ
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て
脱
げ
と
い
う
合
図
を
し
、
自
分
の
短
パ
ン
と
パ
ン
ツ
を
引
っ
張
っ
て
下
ろ
し
た
。
さ
ら
に
、
被
告
人
は
、
自
分
の
右
手
首
を
つ
か
ん
で

服
の
上
か
ら
被
告
人
の
勃
起
し
た
陰
茎
に
触
ら
せ
、
次
に
ズ
ボ
ン
を
下
ろ
し
て
じ
か
に
触
ら
せ
た
。
そ
の
後
、
ト
イ
レ
に
行
っ
て
戻
っ
て

来
た
被
告
人
か
ら
、
自
分
と
被
害
者
Ａ
に
そ
っ
ち
で
寝
ろ
と
言
わ
れ
、
被
害
者
Ａ
が
自
分
の
布
団
に
入
っ
て
き
た
の
で
、
一
緒
に
寝
た
。

陰
部
を
触
ら
れ
る
な
ど
し
て
気
持
ち
悪
い
と
思
っ
た
が
、
被
告
人
の
お
陰
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
た
し
、
被
告
人
が
捕

ま
る
の
は
嫌
だ
と
思
っ
た
の
で
、
助
け
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
被
告
人
か
ら
わ
い
せ
つ
行
為
を
さ
れ
た
こ
と
は
、
Ｎ
子
と
被

害
者
Ａ
に
話
し
た
。」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、「
被
害
者
Ｂ
の
供
述
は
非
常
に
具
体
的
で
臨
場
感
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
被
告
人

の
わ
い
せ
つ
行
為
の
内
容
が
初
め
は
服
の
上
か
ら
胸
を
触
っ
た
と
い
う
も
の
か
ら
徐
々
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
陰
部
の
中
に
指
を
入
れ
た

り
、
被
告
人
の
性
器
を
触
ら
せ
る
に
至
っ
て
い
る
状
況
や
、
被
告
人
が
捕
ま
る
の
は
嫌
だ
と
思
い
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

と
い
う
心
情
も
非
常
に
具
体
的
に
供
述
し
て
い
る
。」
と
し
て
Ｂ
の
供
述
の
信
用
性
を
認
め
て
い
る
。

三　

児
童
虐
待
防
止
へ
の
方
策

（
一
）　

児
童
期
性
的
虐
待

一　

児
童
期
性
的
虐
待
（Childhood Sexual A

buse

）
事
案
は
、
被
害
児
の
性
的
知
識
欠
如
と
被
害
児
自
身
自
ら
へ
の
加
害
行
為
の
無
理

解
を
利
用
し
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
長
期
間
に
及
ぶ
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

東
京
家
裁
平
成
一
二
年
七
月
一
七
日
判
決
は
、
被
害
児
四
歳
の
幼
稚
園
の
頃
か
ら
一
緒
に
入
浴
中
の
実
父
に
バ
ス
タ
ブ
の
ふ
た
の
上
に

仰
向
け
に
横
に
さ
れ
、
性
器
に
唇
を
あ
て
ら
れ
、
指
で
愛
撫
さ
れ
、
小
学
校
四
年
生
で
生
理
が
始
ま
り
、
父
親
が
身
体
を
求
め
る
よ
う
に
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な
り
暴
力
が
伴
い
、
小
学
校
五
年
生
で
初
め
て
性
交
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
児
童
期
性
的
虐
待
が
継
続
し
、
中
学
二
年
生
の
時
に
は

月
一
回
、
高
校
二
年
生
の
時
に
は
週
二
回
の
頻
度
で
性
交
を
強
要
さ
れ
、
被
害
者
（
当
時
一
七
歳
）
が
実
父
の
愛
人
の
姪
の
部
屋
で
実
父

（
当
時
四
二
歳
）
に
よ
り
性
交
場
面
を
ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
事
実
認
定
に
お
い
て
被
害
者
の
司

法
警
察
員
及
び
検
察
官
に
対
す
る
供
述
調
書
の
他
に
被
告
人
で
あ
る
実
父
が
保
管
し
て
い
た
被
害
者
と
の
性
交
場
面
を
ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
た
写
真
等
か
ら
児
童
期
性
的
虐
待
の
事
実
を
認
定
し
、
児
童
福
祉
法
六
〇
条
及
び
三
四
条
一
項
六
号
を
適
用
し
て
被
告
人
を

懲
役
三
年
の
実
刑
に
処
し
た
（
求
刑
懲
役
三
年
六
月

（
（（
（

）。
な
お
、
裁
判
所
は
、
量
刑
理
由
に
お
い
て
被
告
人
の
次
女
に
対
す
る
児
童
期
性
的

虐
待
も
認
定
し
、
児
童
期
性
的
虐
待
事
案
の
特
徴
で
あ
る
複
数
の
女
児
の
い
る
家
庭
で
他
の
女
児
も
性
的
虐
待
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
こ

と
の
証
左
で
も
あ
る
。
本
事
案
で
は
、
被
害
者
は
高
校
三
年
生
一
七
歳
の
と
き
家
出
を
し
、
児
童
相
談
所
に
駆
け
込
ん
で
児
童
期
性
的
虐

待
が
顕
在
化
し
た
。

神
戸
地
裁
平
成
二
一
年
一
二
月
一
〇
日
判
決
は
、「
小
学
五
年
生
の
七
月
か
八
月
こ
ろ
に
初
め
て
被
告
人
と
性
交
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
後

は
ほ
ぼ
毎
日
被
告
人
と
性
交
さ
せ
ら
れ
た
。
一
度
被
告
人
と
の
性
交
を
嫌
が
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
被
告
人
に
顔
を
叩
か
れ
た
の
で
，

そ
の
後
は
お
と
な
し
く
し
て
い
た
。
小
学
六
年
生
に
な
る
と
、
被
告
人
か
ら
学
校
へ
行
く
な
と
言
わ
れ
、
学
校
を
休
ん
で
被
告
人
と
二
人

き
り
に
な
っ
た
と
き
に
、
五
日
に
四
日
く
ら
い
の
頻
度
で
被
告
人
と
性
交
さ
せ
ら
れ
た
。
中
学
校
に
入
る
こ
ろ
か
ら
、
被
告
人
に
バ
ッ
ト

で
叩
か
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
と
思
う
が
、
被
告
人
を
恐
れ
る
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
、
中
学
一
年
生
の
四
月
こ
ろ
に
は
学
校
へ
行
っ
て

い
た
け
れ
ど
、
学
校
を
休
ん
だ
日
は
い
つ
も
被
告
人
と
性
交
さ
せ
ら
れ
た
。」
と
の
被
害
者
の
公
判
期
日
外
の
証
人
尋
問
で
の
供
述
を
精

神
医
学
的
に
も
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
し
て
信
用
性
を
肯
定
し
、
継
父
の
強
姦
行
為
及
び
被
害
児
を
対
象
と
し
た
児
童
ポ
ル
ノ
製
造
行
為

を
認
定
し
、
被
告
人
を
懲
役
一
四
年
に
処
し
た
（
求
刑
懲
役
一
八
年

（
（（
（

）。
裁
判
所
は
、
被
告
人
の
被
害
児
へ
の
小
学
三
年
生
頃
か
ら
の
金
属
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裁
判
実
務
に
お
け
る
児
童
虐
待
事
案
の
刑
事
法
的
一
考
察
（
林
）

バ
ッ
ト
で
臀
部
を
叩
く
な
ど
の
身
体
的
虐
待
及
び
長
女
の
中
学
校
教
師
へ
の
継
父
に
よ
る
強
姦
の
訴
え
に
基
づ
き
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

で
一
時
保
護
の
後
、
実
父
の
下
で
し
ば
ら
く
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
長
女
に
対
す
る
被
告
人
の
性
的
虐
待
の
事
実
も
認
定
す
る
。

な
お
、
母
親
は
、
継
父
と
の
間
に
二
人
の
女
児
を
出
産
し
、
継
父
が
無
職
と
な
っ
た
の
で
保
険
外
交
員
と
し
て
就
労
し
昼
間
は
不
在
で

あ
っ
た
。
夫
婦
間
で
は
、
平
成
一
七
年
初
め
よ
り
性
交
渉
は
途
絶
し
、
平
成
一
七
年
一
〇
月
に
次
女
出
産
後
は
不
和
状
態
と
な
り
調
停
離

婚
し
被
害
児
も
継
父
と
は
離
縁
し
た
。
平
成
二
〇
年
五
月
一
二
日
、
被
害
児
（
当
時
一
三
歳
）
は
、
被
告
人
と
の
子
を
出
産
し
、
そ
の
後

リ
ス
ト
カ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
た
。
被
害
児
の
出
産
は
、
時
間
的
経
緯
か
ら
考
え
る
と
第
二
の
強
姦
行
為
平
成
一
九
年
七
月
一
九
日
時
の
妊

娠
と
思
慮
さ
れ
る
。

本
件
児
童
期
性
的
虐
待
の
背
景
は
、
夫
に
拒
絶
的
態
度
を
と
る
の
み
で
性
交
渉
途
絶
後
の
夫
の
性
的
関
心
が
自
己
か
ら
長
女
及
び
次
女

に
移
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
ぬ
母
親
の
無
関
心
さ
に
あ
る
。
被
害
児
は
、
小
学
五
年
生
の
平
成
一
七
年
九
月
頃
か
ら
微
熱
、
頭
痛
を
理

由
に
不
登
校
と
な
り
、
複
数
の
医
療
機
関
で
の
受
診
・
入
院
を
繰
り
返
す
が
自
律
神
経
失
調
症
、
偏
頭
痛
と
診
断
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。

被
害
児
の
登
校
拒
否
と
身
体
的
不
調
の
愁
訴
は
、body language

に
よ
る
児
童
期
性
的
虐
待
被
害
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
発
信
で
あ
る
。

児
童
期
性
的
虐
待
の
特
徴
は
、
虐
待
被
害
の
継
続
期
間
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
長
期
化
の
原
因
は
、
被
害
者
自
身
が
無
意
識
の

内
に
共
犯
関
係
に
置
か
れ
る
こ
と
や
加
害
者
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
東
小
雪
氏
は
、
実
父
に
よ
る
児
童
期
性
的
虐

待
の
事
実
をcom

ingout

し
た
後
、
児
童
期
性
的
虐
待
の
本
質
を
自
ら
の
言
葉
で
「『
性
』
は
『
恥
ず
か
し
い
』
と
い
う
気
持
ち
と
結
び

つ
き
や
す
い
が
、
性
虐
待
は
そ
の
感
覚
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
。
暴
力
で
人
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と

す
る
と
き
、
身
体
的
暴
力
が
相
手
に
手
錠
を
か
け
る
こ
と
だ
と
す
る
と
、
性
暴
力
の
場
合
は
、
相
手
に
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の
手
錠
を
か

け
る
こ
と
に
な
る
。『
恥
ず
か
し
さ
』
と
い
う
手
錠
だ
。
こ
の
ふ
た
つ
の
手
錠
に
よ
っ
て
、
性
暴
力
の
被
害
者
は
逃
げ
出
せ
な
く
な
っ
て
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し
ま
う
。
そ
れ
が
意
識
し
た
も
の
で
あ
れ
無
意
識
の
う
ち
に
で
あ
れ
、
性
に
対
す
る
恥
か
し
さ
を
利
用
し
、
加
害
者
が
被
害
者
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
暴
力
行
為
、
そ
れ
が
性
虐
待
と
い
う
も
の
だ
と
思
う
。」
と
指
摘
す
る
。
東
氏
は
、
児
童
期
性
的
虐
待
の
事
実
が
封
印
さ
れ

頭
の
中
の
サ
ム
ネ
イ
ル
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
た
と
述
懐
す
る
。
ま
た
、
児
童
期
性
的
虐
待
は
、
被
害
者
自
身
の
意
識
と
し
て
児
童
虐
待

の
四
類
型
と
い
う
虐
待
カ
ー
ス
ト
制
の
中
で
最
下
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
、
自
ら
を
貶
め
て
し
ま
う
と
い
う
児
童
虐
待
の
特
徴
も
指
摘
す

る
（
（（
（

。
二　

児
童
期
性
的
虐
待
は
、
顕
在
化
し
に
く
い
類
型
の
虐
待
で
あ
る
と
共
に
裁
判
実
務
に
お
い
て
も
困
難
な
問
題
が
随
伴
す
る
虐
待
類
型

で
あ
る
。

第
一
の
問
題
は
、
児
童
期
性
的
虐
待
の
被
害
事
実
の
立
証
に
お
い
て
被
害
児
の
供
述
が
重
要
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
供
述
の
採
取
に

あ
た
り
司
法
面
接
の
技
法
の
普
及
が
十
全
で
な
い
点
で
あ
る
。
近
時
は
、
司
法
面
接
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ

る
（
（（
（

。
ア
メ
リ
カ
の
司
法
面
接
は
、
わ
が
国
に
も
紹
介
さ
れ
る
と
同
時
にT

he N
ational Children ’s A

dvocacy Center

の
提
供
す
る

Forensic Interview
 Services

の
情
報
を
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
可
能
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。

第
二
の
問
題
は
、
年
少
者
の
証
言
の
信
用
性
の
問
題
で
あ
る
。
最
高
裁
昭
和
二
三
年
四
月
一
七
日
判
決
は
、
強
盗
事
案
に
お
い
て
九
歳

の
児
童
の
証
言
の
証
拠
能
力
を
肯
定
し
た（

（（
（

。
最
高
裁
昭
和
二
六
年
四
月
二
四
日
判
決
は
、
強
姦
致
傷
の
被
害
児
（
一
二
歳
一
一
ヶ
月
）
の
供

述
を
「
淫
行
の
経
験
の
な
い
一
三
歳
（
公
判
時
の
年
齢=

筆
者
註
）
の
少
女
で
あ
っ
て
も
、
自
己
が
直
接
経
験
し
た
強
姦
の
被
害
事
実
に
つ

い
て
供
述
す
る
場
合
に
は
そ
の
事
柄
に
つ
い
て
事
理
を
弁
え
る
能
力
が
な
い
と
は
云
え
な
い
か
ら
、
そ
の
証
言
が
証
拠
能
力
を
欠
く
と
い

う
理
由
は
な
い
。」
と
判
示
す
る（

（（
（

。

近
時
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
児
童
期
性
的
虐
待
事
案
で
は
、
被
害
児
の
最
初
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し
て
性
的
虐
待
被
害
証
言
収
集
の
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裁
判
実
務
に
お
け
る
児
童
虐
待
事
案
の
刑
事
法
的
一
考
察
（
林
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
司
法
看
護
師
（forensic nurse

）
が
実
施
し
て
い
る（

（（
（

。

児
童
期
性
的
虐
待
に
つ
い
て
は
、
近
時
対
応
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ
た
り
、
具
体
的
事
例
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

（
二
）　

身
体
的
虐
待
及
び
ネ
グ
レ
ク
ト

一　

被
害
児
の
死
亡
に
至
っ
た
【
判
例
一
】
な
い
し
【
判
例
三
】
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
大
阪
府
で
発
生
し
社
会
的
注
目
を
集
め
大
阪
地
裁

刑
事
第
五
部
と
第
六
部
の
裁
判
員
裁
判
の
合
議
体
に
係
属
し
審
理
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。【
判
例
三
】
大
阪
地
裁
平
成
二
四
年
三
月
一
六

日
第
六
刑
事
部
判
決
は
、
第
一
回
公
判
平
成
二
四
年
三
月
五
日
か
ら
第
五
回
ま
で
連
日
開
廷
で
第
六
回
を
一
二
日
、
判
決
公
判
が
一
六
日

で
あ
っ
た
。
両
刑
事
部
の
合
議
体
で
の
評
決
で
は
、
量
刑
判
断
は
重
要
な
争
点
で
あ
り
、
連
日
の
法
廷
で
の
審
理
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
報

道
さ
れ
双
方
の
裁
判
員
及
び
補
充
裁
判
員
へ
の
影
響
が
皆
無
と
は
考
え
難
い
。
両
判
決
は
、
量
刑
判
断
に
際
し
一
般
予
防
的
視
点
か
ら

「
近
時
、
児
童
虐
待
が
社
会
的
に
も
大
き
な
問
題
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
児
童
虐
待
を
防
止
し
て
そ
の
生
命
等
を
守
る
た
め
に
、
い
わ
ゆ

る
児
童
虐
待
防
止
法
等
の
改
正
が
重
ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
親
権
停
止
制
度
を
新
設
す
る
な
ど
の
民
法
等
の
改
正
が
図
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
社
会
情
勢
も
行
為
責
任
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。」、「
本
件
で
亡
く
な
っ
た
子
供
ら
の
よ
う
な
被
害

者
が
二
度
と
出
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
行
政
を
含
む
社
会
全
般
が
、
児
童
虐
待
の
発
見
、
防
止
に
一
層
務
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
苦

し
む
親
に
対
し
て
理
解
と
関
心
を
示
し
、
協
力
し
て
い
く
」
こ
と
を
願
う
と
判
示
す
る
。

隣
接
す
る
法
廷
で
の
ほ
ぼ
同
時
進
行
す
る
裁
判
員
裁
判
の
合
議
体
で
の
審
理
は
、
個
別
事
案
の
審
理
で
あ
っ
て
も
同
時
性
と
い
う
時
間

的
影
響
と
地
域
的
影
響
を
色
濃
く
反
映
し
従
前
の
量
刑
判
断
と
は
異
な
る
厳
罰
化
傾
向
を
顕
現
さ
せ
た
。

二　

大
阪
府
で
発
生
し
た
児
童
虐
待
事
案
は
、
再
発
防
止
へ
の
提
言
と
し
て
調
査
報
告
書
を
作
成
さ
せ
た
。
大
阪
市
社
会
福
祉
審
議
会
児
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童
福
祉
専
門
分
科
会
児
童
虐
待
事
例
検
証
部
会
は
、【
判
例
三
】
の
事
案
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
、
児
童
虐
待
通
報
へ
の
児
童
相
談

所
の
対
応
に
つ
い
て
以
下
の
報
告
を
す
る（

（（
（

。

「
児
童
虐
待
の
安
全
確
認
と
調
査

（
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
通
告
が
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
早
期
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
か
）

事
実
関
係
の
検
証

①　

本
事
例
に
お
い
て
は
、
近
隣
の
住
人
（
匿
名
・
同
一
人
）
か
ら
三
回
に
わ
た
り
通
告
が
あ
り
、
調
査
の
た
め
の
訪
問
を
五
回
実
施
し

た
。
三
回
は
建
物
玄
関
の
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
外
か
ら
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
す
、
建
物
外
部
か
ら
ベ
ラ
ン
ダ
の
様
子
を
う
か
が
う
な
ど
の
調

査
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
、
二
回
は
他
の
住
人
の
出
入
り
に
あ
わ
せ
て
マ
ン
シ
ョ
ン
内
に
入
り
、
玄
関
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
し
た
り
、

声
か
け
や
物
音
を
聞
く
、
郵
便
受
け
に
不
在
箋
を
残
す
な
ど
の
対
応
を
行
っ
た
が
、
居
住
の
有
無
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

②　

通
告
を
受
け
た
際
の
安
全
確
認
に
つ
い
て
、
一
回
目
及
び
二
回
目
の
訪
問
は
翌
日
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
三
回
目
に
つ
い
て
は
、

「
前
に
も
通
告
し
た
、
今
も
泣
い
て
い
る
。」
と
い
う
緊
急
性
が
疑
わ
れ
る
通
告
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
担
当
者
に
お
い
て
緊
急
性
が

高
い
と
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
当
日
で
は
あ
る
も
の
の
、
約
一
〇
時
間
後
の
一
五
時
五
〇
分
の
訪
問
と
な
っ
て
い
る
。

③　

五
回
も
訪
問
し
て
安
全
確
認
が
不
成
功
の
結
果
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
議
に
よ
る
機
関
（
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
の
検

討
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
ケ
ー
ス
は
以
降
保
留
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

問
題
点
・
課
題

①　

訪
問
及
び
住
民
登
録
の
状
況
調
査
で
は
、
住
居
内
の
様
子
や
居
住
の
有
無
を
確
認
で
き
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
調
査
の
進
行

状
況
が
集
約
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
担
当
者
レ
ベ
ル
で
の
判
断
で
同
様
の
調
査
を
繰
り
返
し
、
調
査
方
法
や
保
護
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
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チ
方
法
を
見
直
す
な
ど
、
機
関
（
セ
ン
タ
ー
）
と
し
て
の
対
応
を
検
討
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

②　

平
成
二
一
年
九
月
に
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
開
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
二
〇
年
度
に
比
し
て
二
一
年
度
の
通
告
件
数
が
一
・
八
倍
と

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
二
四
時
間
・
三
六
五
日
の
体
制
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
に
対
応
す

る
だ
け
の
組
織
体
制
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。

③　

二
度
の
通
告
に
基
づ
く
四
度
の
訪
問
調
査
が
不
成
功
に
終
わ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
情
報
が
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
担
当
者
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
三
度
目
の
早
朝
時
緊
急
通
告
が
、
緊
急
事
態
と
し
て
判
断
さ
れ
ず
、
通
告
者
に
よ
り
つ
っ

こ
ん
だ
協
力
を
求
め
る
な
ど
の
対
応
や
、
セ
ン
タ
ー
管
理
職
に
判
断
を
求
め
る
な
ど
の
緊
急
対
応
が
必
要
な
事
態
と
し
て
処
理
さ
れ
な

か
っ
た
。

④　

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
対
応
策
が
未
整
備
で
、

当
初
の
三
回
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
い
ず
れ
も
マ
ン
シ
ョ
ン
入
り
口
外
で
立
ち
往
生
し
て
い
る
。

⑤　

緊
急
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
は
、
機
関
連
携
を
含
め
た
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
の
対
応
に
固
執
し
、
そ
の

た
め
迅
速
性
を
損
な
う
対
応
が
生
じ
て
い
る
。

⑥　

数
回
の
任
意
調
査
が
不
成
功
に
終
わ
っ
た
状
況
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
立
入
調
査
権
発
動
に
よ
る
家
屋
内
調
査
の
必
要
性
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
担
当
者
レ
ベ
ル
の
判
断
に
と
ど
ま
り
、
立
入
調
査
の
検
討
や
、
臨
検
・
捜
索
の
要
件
で
あ
る
出
頭
要
求
書
面
を
差
し
置
く

な
ど
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

⑦　

事
態
の
把
握
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
近
隣
等
へ
の
調
査
、
協
力
要
請
等
、
あ
る
い
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
権
利
関
係
を
問
い
合
わ
せ
る
、
区

や
警
察
が
有
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
な
ど
、
よ
り
進
ん
だ
詳
細
な
調
査
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
風
評
被
害
等
へ
の
こ
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だ
わ
り
な
ど
も
あ
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
柔
軟
性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。」

同
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
匿
名
の
近
隣
居
住
者
か
ら
の
三
回
の
児
童
虐
待
通
告
が
あ
り
五
回
に
わ
た
っ
て
の
訪
問
を
し
な
が
ら
も
直
接
の

安
全
確
認
調
査
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
が
顕
在
化
す
る
。

被
虐
待
児
の
生
命
の
保
護
に
は
、
児
童
相
談
所
の
時
宜
に
か
な
っ
た
適
切
な
緊
急
対
応
の
必
要
性
が
改
め
て
指
摘
さ
れ
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
序
言
で
紹
介
し
た
横
浜
地
裁
平
成
二
六
年
六
月
二
〇
日
判
決
の
事
案
で
母
親
が
千
葉
県
松
戸
市
、
神
奈
川
県
秦
野
市
、

横
浜
市
と
転
居
を
繰
り
返
し
、
関
係
行
政
機
関
が
母
子
の
生
活
実
態
（
就
学
年
齢
に
も
拘
ら
ず
小
学
校
に
も
通
学
し
て
い
な
か
っ
た
等
）
を
把
握

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
就
学
年
齢
に
も
拘
ら
ず
小
学
校
に
も
通
学
し
て
い
な
い
等
「
所
在
不
明
の
子
」
の
全
国
的
安
否
確
認
調
査
を

実
施
し
た
。
平
成
二
六
年
五
月
一
日
現
在
所
在
不
明
児
童
は
、
二
九
、〇
九
八
人
で
自
治
体
や
児
童
相
談
所
が
所
在
確
認
を
継
続
し
て
い

る
（
（（
（

。三　

ネ
グ
レ
ク
ト
事
案
で
は
、
加
害
者
で
あ
る
母
親
の
産
後
う
つ
病
の
事
案
と
し
て
津
地
裁
平
成
二
五
年
一
二
月
一
八
日
刑
事
部
判
決

が
あ
る
。
出
産
を
巡
る
環
境
の
変
化
は
、
核
家
族
化
に
伴
い
旧
来
の
慣
習
で
あ
っ
た
実
家
で
の
出
産
は
減
少
し
病
院
で
出
産
し
自
宅
に
戻

り
直
ぐ
に
日
常
生
活
が
始
ま
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
育
児
に
不
安
を
抱
え
る
母
親
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

る
機
会
が
あ
っ
て
も
出
産
直
後
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
急
激
な
変
化
等
に
起
因
す
る
精
神
的
不
安
定
か
ら
産
褥
期
の
女
性
の
一
〇
か
ら

一
五
％
が
産
後
う
つ
病
（PN

D
: Postnatal D

epression

）
に
罹
患
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。

産
後
う
つ
病
の
理
解
と
ケ
ア
は
、
ネ
グ
レ
ク
ト
に
よ
る
乳
幼
児
の
死
亡
事
案
の
予
防
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
一
般
社
団
法
人
日
本
産
後

ケ
ア
協
会
は
、
独
自
に
産
後
ケ
ア
リ
ス
ト
の
育
成
を
行
う
と
共
に
全
国
の
産
後
ケ
ア
施
設
一
〇
二
を
紹
介
す
る（

（（
（

。
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
桜

新
町
は
、
武
蔵
野
大
学
附
属
施
設
と
し
て
日
本
初
の
二
四
時
間
体
制
で
助
産
師
を
は
じ
め
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
出
産
後
の
母
親
を
支
援
す
る
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施
設
と
し
て
二
〇
一
三
年
度
一
、〇
五
四
人
の
利
用
者
が
あ
っ
た
（
前
年
比
一
七
九
人
増

（
（（
（

）。

ロ
ン
ド
ン
のRoyal College of Psychiatrists

は
、
Ｈ
Ｐ
上
で
産
後
う
つ
病
に
つ
い
て
原
因
、
予
防
の
可
能
性
、
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
、

配
偶
者
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
や
家
族
、
友
人
の
サ
ポ
ー
ト
法
、
対
話
療
法
、
抗
う
つ
薬
等
広
範
な
基
礎
知
識
を
啓
蒙
す
る（

（（
（

。

四　

結　
　
　

語

一　

児
童
虐
待
は
、
徐
々
に
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
が
今
な
お
多
く
の
被
害
児
が
周
囲
に
気
付
か
れ
る
こ
と
な
く
虐
待
を
継
続
さ
れ
て
い
る

現
実
が
あ
る
。
司
法
レ
ベ
ル
で
の
児
童
虐
待
の
把
握
は
、具
体
的
事
案
の
集
積
を
通
し
て
判
例
と
し
て
一
定
の
流
れ
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
。

重
大
事
案
は
、
裁
判
員
裁
判
の
対
象
と
し
て
市
民
も
関
与
す
る
が
、
具
体
的
事
案
の
解
決
に
お
い
て
は
事
案
の
残
虐
性
に
目
を
奪
わ
れ
る

こ
と
な
く
冷
静
な
量
刑
判
断
が
必
要
な
こ
と
は
最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
二
六
年
七
月
二
四
日
判
決
の
判
示
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

児
童
虐
待
は
、
発
生
の
防
止
が
肝
要
で
あ
り
、
関
係
諸
機
関
の
緊
密
な
連
携
が
主
張
さ
れ
な
が
ら
な
お
被
害
児
の
死
亡
事
案
を
未
然
に

防
止
し
得
な
い
現
状
に
あ
る
。
家
族
の
再
統
合
を
重
視
す
る
見
解
は
、
謙
抑
的
な
介
入
の
必
要
性
を
主
張
す
る
が
、
被
害
児
の
生
命
の
安

全
が
危
殆
に
瀕
す
る
緊
急
時
に
は
迅
速
な
対
応
に
よ
り
被
害
児
の
安
全
確
保
が
最
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
積
極
的

な
介
入
が
必
要
で
あ
る（

（（
（

。

ハ
イ
リ
ス
ク
家
庭
と
い
う
概
念
は
、
巷
間
に
広
ま
っ
て
お
り
具
体
的
事
案
分
析
に
お
い
て
事
後
的
に
多
く
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

本
稿
で
検
討
し
た
事
案
は
、
数
次
の
児
童
虐
待
防
止
法
改
正
に
よ
り
重
要
性
が
共
有
さ
れ
た
児
童
虐
待
通
告
が
な
さ
れ
な
が
ら
、
直
接

被
害
児
の
安
全
確
認
を
怠
り
被
害
を
拡
大
化
さ
せ
て
い
る
事
実
が
今
な
お
改
善
さ
れ
ず
に
存
在
す
る
こ
と
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
る
。



六
三
六

二　

児
童
虐
待
は
、
被
害
児
・
被
害
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
常
に
い
か
な
る
成
長
段
階
に
お
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を

発
症
し
た
被
害
者
に
は
、
短
期
及
び
長
期
に
わ
た
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る（

（（
（

。

中
島
聡
美
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
成
人
精
神
保
健
研
究
部
犯
罪
被
害
者
等
支
援
研
究
室
長
は
、『
犯
罪
被
害
者
に
対
す

る
急
性
期
心
理
社
会
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
に
お
い
て
「
傷
害
や
殺
人
、
性
暴
力
な
ど
の
犯
罪
は
、
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
深
い
心
の
傷

を
与
え
ま
す
。
特
に
被
害
の
直
後
で
は
、
精
神
的
な
衝
撃
に
よ
り
茫
然
自
失
し
、
混
乱
状
態
を
き
た
し
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
被
害
者
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
被
害
後
の
こ
こ
ろ
の
反
応
は
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
回
復
を
し
て
い
く
方
も
い
れ
ば
、
回
復
に
時
間

が
か
か
っ
た
り
、
日
常
の
生
活
を
送
る
の
に
困
難
を
覚
え
る
方
も
い
ま
す
。
被
害
者
の
回
復
の
た
め
に
は
、
被
害
直
後
か
ら
、
被
害
者
の

方
が
少
し
で
も
安
心
で
き
、
落
ち
着
き
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
な
支
援
が
重
要
で
す
。
近
年
、
日
本
で
も
、
犯
罪
発
生
後
に
警
察
の
犯
罪
被

害
者
支
援
員
や
民
間
の
犯
罪
被
害
者
支
援
機
関
の
相
談
員
な
ど
が
『
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
』
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対

応
方
法
は
様
々
で
あ
り
、
内
容
の
適
切
性
に
つ
い
て
『
エ
ビ
デ
ン
ス
（
科
学
的
根
拠
）』
が
得
ら
れ
て
い
る
も
の
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
多
く
は
欧
米
で
開
発
さ
れ
、
効
果
が
検
討
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
国
の
社
会
構
造
や
文

化
的
側
面
に
配
慮
し
て
、
こ
れ
ら
の
方
針
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、『
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
』
を
効
果
的
に
提

供
す
る
た
め
に
は
、
支
援
者
の
技
法
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
支
援
者
を
支
え
る
警
察
、
検
察
、
裁
判
所
な
ど
の
刑
事
司
法
を
含
め
た
支
援

体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。」
と
指
摘
す
る（

（（
（

。
小
西
聖
子
教
授
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
有
効
な
治
療
法
と
し
て
認
治
行
動
療
法
の

一
つ
で
あ
る
持
続
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
療
法
（Prolonged Exposure T

herapy
）
を
実
践
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

三　

児
童
虐
待
被
害
の
再
発
防
止
に
は
、
加
害
者
へ
の
臨
床
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
り
累
犯
傾
向
の
顕
著
な
児
童
期
性
的
虐
待
で
は
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認
知
行
動
療
法
（cognitive-behavioral theory

）
に
依
拠
し
た
加
害
者
の
認
知
の
修
正
が
不
可
欠
で
あ
る（

（（
（

。

児
童
虐
待
に
対
す
る
基
本
的
視
座
は
、「
児
童
虐
待
は
、
犯
罪
で
あ
り
、
刑
事
制
裁
の
対
象
で
あ
る
。」、「
被
害
者
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
最

優
先
課
題
で
あ
る
。」、「
加
害
者
に
対
す
る
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
は
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
不
可
欠
で
あ
る
。」
と
の
三
点
に
あ
る
。

刑
事
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
児
童
虐
待
考
察
は
、
児
童
虐
待
研
究
の
一
端
で
あ
り
、
よ
り
広
範
な
学
際
的
研
究
の
成
果
が
児
童
虐
待

防
止
へ
の
成
果
を
結
実
さ
せ
る
も
の
と
思
慮
す
る
。
友
田
明
美
教
授
は
、
被
虐
待
者
の
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
使
っ
た
脳
画
像
解
析
（
Ｖ
Ｂ
Ｍ
）
に

よ
り
児
童
虐
待
が
脳
に
損
傷
を
与
え
る
こ
と
を
実
証
的
に
検
証
し
、
ケ
ア
や
治
療
を
提
言
す
る（

（（
（

。

（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
〇
日
脱
稿
）

（
1
）See, K

em
pe, C.H

., Silverm
an, F.N

., Steele, B.F. D
roegem

uller, W
., Silver, H

.K
.., T

he Battered-Child Syndrom
e, Journal of 

A
m

erican A
ssociation,V

ol. 181, N
o. 1. pp. 17

─24, 1962. 

性
的
虐
待
に
関
す
る
代
表
的
な
文
献
と
し
て
、See, D

avid Finlelhor, Child 
Sexual A

buse:N
ew

 T
heory and Research,T

he Free Press, 1984; Judith L. H
erm

an, Father-D
aughter Incest, H

arvard 
U

niversity Press, 1981, D
iana E.H

. Lussell, T
he Secret T

raum
a:Incest in the Lives of Girls and W

om
en, Basic Books, 1986.

虐
待
に
起
因
す
る
ト
ラ
ウ
マ
に
つ
い
て
、See, Judith L. H

erm
an,T

raum
a and Recovery, Basic Books, 1992.

（
2
）
児
童
虐
待
研
究
の
変
遷
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
児
童
虐
待
、
特
に
『
親
に
よ
る
性
的
虐
待
』
に
対
す
る
刑
事
規
制
に
つ
い
て
」、
常
葉
学
園
富
士
短

期
大
学
研
究
紀
要
第
二
号
（
一
九
九
二
年
）
七
三
頁
以
下
（
拙
著
『
児
童
虐
待 

そ
の
現
況
と
刑
事
法
的
介
入
［
改
訂
版
］』、
成
文
堂
、
二
〇
〇
六

年
、
六
〇
頁
以
下
所
収
、
特
に
、
七
七
頁
註（
1
）参
照
）、
拙
稿
「
児
童
虐
待
へ
の
刑
事
法
的
介
入
」（
吉
田
恒
雄
編
『
児
童
虐
待
へ
の
介
入
─

そ
の

制
度
と
法
─

［
増
補
版
］』、
尚
学
社
、
一
九
九
九
年
、
一
〇
二
頁
以
下
所
収
、
後
に
拙
著
『
児
童
虐
待 

そ
の
現
況
と
刑
事
法
的
介
入
［
改
訂
版
］』、

一
一
一
頁
以
下
所
収
）、
拙
稿
「
児
童
虐
待
」、
被
害
者
学
研
究
第
一
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
四
一
頁
以
下
参
照
（
拙
著
『
児
童
虐
待
Ⅱ 

問
題
解
決

へ
の
刑
事
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
［
増
補
版
］』、
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
、
五
一
頁
以
下
所
収
）。

（
3
）
「
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
親
権
制
度
研
究
会
報
告
書
（http://w

w
w

.m
oj.go.jp/content/000033295.pdf

）。
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
親



六
三
八

権
制
度
研
究
会
及
び
法
制
審
議
会
児
童
虐
待
防
止
関
連
親
権
制
度
部
会
の
双
方
に
関
与
す
る
者
は
、
大
村
敦
志
東
京
大
学
大
学
院
教
授
、
磯
谷
文

明
弁
護
士
（
東
京
弁
護
士
会
所
属
）、窪
田
充
見
神
戸
大
学
大
学
院
教
授
、豊
岡
敬
全
国
児
童
相
談
所
長
会
事
務
局
長
（
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

次
長
）、
水
野
紀
子
東
北
大
学
大
学
院
教
授
、
山
田
攝
子
弁
護
士
（
第
一
東
京
弁
護
士
会
所
属
）
で
あ
る
。
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
児
童
虐

待
防
止
の
た
め
の
親
権
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
委
員
会
「
親
権
に
係
る
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
要
綱
案
」（http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/
shingi/2r98520000010ni9-att/2r98520000010npw

.pdf

）。
社
会
保
障
審
議
会
児
童
部
会
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
の
親
権
の
在
り
方
に
関
す

る
専
門
委
員
会
報
告
書
「
児
童
の
権
利
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
」（
平
成
二
三
年
一
月
二
八
日
）（http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/
stf/shingi/2r9852000001182a-att/2r985200000189e.pdf

）。
棚
村
政
行
「
児
童
虐
待
の
防
止
に
向
け
た
取
組
み
と
今
後
の
課
題
」
社
会
安
全

政
策
研
究
所
紀
要
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
）
三
頁
以
下
参
照
。

（
4
）
拙
稿
「
性
的
自
由
を
侵
害
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
法
制
史
的
一
考
察
」、
清
和
法
学
第
六
巻
第
二
号
（
一
九
九
九
年
）
七
七
頁
以
下
参
照
（
前
掲

註（
2
）
拙
著
『
児
童
虐
待 
そ
の
現
況
と
刑
事
法
的
介
入
［
改
訂
版
］』、
一
六
〇
頁
以
下
、
特
に
、
一
六
三
頁
以
下
参
照
）。

（
5
）
厚
生
労
働
省
『
平
成
二
六
年
度
全
国
児
童
福
祉
主
管
課
長
・
児
童
相
談
所
長
会
議
』、
五
頁
参
照
（http://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/
seisakunitsuite/bunya/kodom

o/kodom
o_kosodate/dv/kaigi/dl/140804-all.pdf

）。
同
書
九
頁
以
下
に
は
、
児
童
相
談
所
長
に
よ
る
親

権
制
限
に
係
る
審
判
の
申
立
て
事
例
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
警
察
庁
生
活
安
全
局
少
年
課
『
平
成
二
五
年
中
に
お
け
る
少
年
の
補
導
及
び
保
護
の
概
況
』（http://w

w
w

.npa.go.jp/safetylife/syonen/
hodouhogo_gaiyou_H

25.pdf

）
参
照
。

（
7
）
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
四
三
二
九
。

（
8
）
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
四
八
三
九
。

（
9
）http://w
w

w
.cdc.gov/violencepreventoin/pdf/childm

ailreatm
ent-facts-at-a-glance.pdf

（
10
）
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
研
究
で
は
、
近
親
相
姦
と
い
う
用
語
法
は
避
け
ら
れ
近
親
姦
と
い
う
用
語
法
が
定
着
し
て
い
る
。
性
的
虐
待
被
害

者
は
、
加
害
行
為
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
「
相
」
姦
で
は
な
く
、
今
日
で
は
近
親
姦
と
の
表
現
が
通
例
で
あ
る
。

（
11
）
法
務
省
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
編
『
ド
イ
ツ
刑
法
』、
法
曹
会
、
二
〇
〇
八
年
よ
り
引
用
。

（
12
）BV

erfG, 2 BvR 392/07 vom
 26. 2. 2008, A

bsatz-N
r.

（1

─128

）,（http://w
w

w
.bverfg.de/entscheidungen/rs20080226_2bvr 

039207.htm
l

） BV
erfGE 120, 224. N

JW
 2008, 1137; N

StZ2008, 614; JR2008, 469; JA
2008, 549.
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三
九

裁
判
実
務
に
お
け
る
児
童
虐
待
事
案
の
刑
事
法
的
一
考
察
（
林
）

（
13
）
本
決
定
に
つ
い
て
、
島
田
総
一
郎
「
二
〇
〇
八
年
ド
イ
ツ
刑
事
司
法
二
題
」、
法
教
三
三
九
号
（
二
〇
〇
八
年
）
六
頁
、
鈴
木
彰
雄
「
ド
イ
ツ
刑

事
判
例
研
究
（
14
）」、
名
城
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
レ
ビ
ュ
ー
一
二
号
（
二
〇
〇
九
年
）
二
一
五
頁
以
下
、
武
市
周
作
「
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
（
一
四

四
）」、
自
治
研
究
八
六
巻
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一
五
三
頁
、
グ
ン
ナ
ー
・
ド
ゥ
ト
ゲ
（
翻
訳 

嘉
門 

優
）「
可
罰
的
な
兄
弟
姉
妹
間
の
性
交
処
罰

の
正
当
化
へ
の
疑
念
（
ド
イ
ツ
刑
法
第
一
七
三
条
）」、
龍
谷
法
学
四
五
巻
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
二
五
三
頁
、
嘉
門 

優
「
刑
事
立
法
論
の
前
提
的

考
察
─

ド
イ
ツ
刑
法
の
近
親
相
姦
規
定
を
題
材
と
し
て
─

」、
斉
藤
豊
治
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
『
刑
事
法
理
論
の
探
求
と
発
見
』、
成
文
堂
、
二
〇

一
二
年
、
一
頁
以
下
、
萩
原 

滋
「
近
親
相
姦
規
定
（
ド
イ
ツ
刑
法
一
七
三
条
二
項
二
文
）
の
合
憲
性
」、
白
山
法
学
（
二
〇
一
三
年
）
一
頁
以
下

参
照
。
鈴
木
教
授
、
嘉
門
教
授
及
び
萩
原
教
授
は
、
近
親
相
姦
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
性
的
虐
待
に
つ
い
て
の
理
解
に
欠
け
る
表
現
で
あ
る
。

島
田
教
授
、
武
市
准
教
授
及
び
高
山
教
授
は
、
性
犯
罪
の
本
質
を
理
解
さ
れ
近
親
姦
と
表
現
さ
れ
る
。
高
山
佳
奈
子
「
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
性

犯
罪
類
型
と
処
罰
」、
刑
法
雑
誌
第
五
四
巻
第
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
三
〇
頁
以
下
、
特
に
三
八
頁
参
照
。

（
14
）
拙
稿
「
児
童
虐
待
の
現
況
と
近
時
の
裁
判
実
務
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、
島
大
法
学
五
五
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
頁
以
下
参
照
（
前
掲
註

（
2
）
拙
著
『
児
童
虐
待
Ⅱ 

問
題
解
決
へ
の
刑
事
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
［
増
補
版
］』、
三
〇
一
頁
以
下
所
収
）。
こ
の
三
年
間
に
検
索
し
え
た
児
童
虐

待
関
連
判
例
は
、
三
七
事
例
で
あ
る
。
本
稿
で
は
当
初
身
体
的
虐
待
五
事
例
、
ネ
グ
レ
ク
ト
二
事
例
、
性
的
虐
待
三
事
例
を
検
討
し
た
が
、
字
数

制
限
に
よ
る
編
集
委
員
会
の
指
示
で
六
事
例
の
削
除
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
削
除
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。
本
稿
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
判
例
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
身
体
的
虐
待
二
〇
事
例
は
、
名
古
屋
地
裁
平
成
二
四
年
三
月
八
日
刑
事
第
二
部
判
決
Ｌ

Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
八
〇
八
二
〇
、
福
岡
地
裁
平
成
二
四
年
三
月
八
日
第
四
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
四

八
一
一
九
一
、
広
島
高
裁
岡
山
支
部
平
成
二
四
年
三
月
二
一
日
第
一
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
八
〇
八
二
六
、
大
阪
地
裁
平

成
二
四
年
三
月
二
九
日
第
九
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
八
一
〇
一
九
、
大
阪
地
裁
平
成
二
四
年
四
月
二
五
日
第
九
刑
事

部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
八
一
一
八
六
、
山
口
地
裁
平
成
二
四
年
五
月
一
一
日
第
三
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】

二
五
四
八
一
二
八
八
、
福
島
地
裁
郡
山
支
部
平
成
二
四
年
六
月
六
日
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
八
一
七
二
六
、
広
島
高
裁
平
成

二
四
年
七
月
三
日
第
一
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
八
二
一
八
二
、
鹿
児
島
地
裁
平
成
二
五
年
七
月
五
日
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ

／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
一
五
一
五
、
さ
い
た
ま
地
裁
平
成
二
五
年
八
月
二
九
日
第
三
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
【
文
献
番
号
】
二
五

五
〇
一
七
〇
八
、
横
浜
地
裁
平
成
二
五
年
一
〇
月
一
六
日
第
三
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
二
五
六
六
、
札
幌
地
裁
平

成
二
六
年
一
月
二
四
日
刑
事
第
二
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
三
〇
一
九
、
東
京
地
裁
平
成
二
六
年
二
月
一
二
日
刑
事
第
一
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四
〇

三
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
三
一
二
八
、
福
岡
高
裁
平
成
二
六
年
二
月
一
八
日
第
三
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献

番
号
】
二
五
五
〇
三
二
〇
四
、
宮
崎
地
裁
平
成
二
六
年
四
月
二
二
日
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
三
九
七
四
、
大
阪
高

裁
平
成
二
六
年
四
月
三
〇
日
第
二
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
三
八
三
〇
、
福
岡
地
裁
平
成
二
六
年
六
月
二
〇
日
第
四

刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
四
三
八
三
、
鹿
児
島
地
裁
平
成
二
六
年
六
月
二
〇
日
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献

番
号
】
二
五
五
〇
四
三
九
〇
、
横
浜
地
裁
平
成
二
六
年
六
月
三
〇
日
刑
事
第
六
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
四
三
二
九
、
広

島
地
裁
平
成
二
六
年
七
月
一
日
刑
事
第
一
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
四
三
五
二
で
あ
る
。
ネ
グ
レ
ク
ト
五
事
例
は
、
広
島

地
裁
平
成
二
四
年
五
月
二
二
日
刑
事
第
一
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
八
一
七
六
八
、
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
平
成
二
四
年
七

月
三
日
第
二
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
八
一
九
〇
六
、
津
地
裁
平
成
二
五
年
一
二
月
一
八
日
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ

【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
二
七
〇
二
、
東
京
地
裁
平
成
二
六
年
二
月
一
〇
日
刑
事
第
一
〇
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
三
一
二

七
、
鹿
児
島
地
裁
平
成
二
六
年
六
月
二
〇
日
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
四
三
九
〇
で
あ
る
。
児
童
期
性
的
虐
待
八
事

例
は
、
青
森
地
裁
平
成
二
四
年
五
月
一
六
日
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
八
一
六
九
一
、
名
古
屋
高
裁
金
沢
支
部
平
成
二

四
年
七
月
三
日
第
二
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
四
四
七
四
〇
、
大
分
地
裁
平
成
二
五
年
六
月
四
日
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ

Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
四
五
七
五
八
、
大
阪
地
裁
平
成
二
五
年
六
月
二
一
日
第
六
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
一
五

八
七
、
名
古
屋
高
裁
平
成
二
五
年
七
月
九
日
刑
事
第
二
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
一
七
二
二
、
東
京
地
裁
平
成
二
五
年
八

月
八
日
刑
事
第
三
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
一
六
六
四
、
松
山
地
裁
平
成
二
六
年
一
月
二
二
日
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ

Ｂ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
四
六
三
五
四
、
仙
台
高
裁
平
成
二
六
年
三
月
一
三
日
第
一
刑
事
部
判
決
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｖ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
三
二

六
五
で
あ
る
。

（
15
）
同
様
の
視
座
か
ら
の
研
究
と
し
て
、
川
崎
二
三
彦
・
増
沢
高
編
著 
『
日
本
の
児
童
虐
待
重
大
事
件 

二
〇
〇
〇
─

二
〇
一
〇
』、
福
村
出
版
、
二
〇

一
四
年
参
照
。

（
16
）
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
八
一
〇
一
八
。

（
17
）
刑
集
六
八
巻
六
号
九
二
五
頁
参
照
。
拙
稿
「
裁
判
員
制
度
に
内
在
す
る
諸
問
題
─

東
京
地
裁
平
成
二
五
年
五
月
二
一
日
判
決
を
素
材
に
─

」、
武
蔵

野
法
学
創
刊
号
（
二
〇
一
五
年
）
一
頁
以
下
参
照
。

（
18
）
原
田
國
男
「
量
刑
を
め
ぐ
る
諸
問
題
─

裁
判
員
裁
判
の
実
施
を
迎
え
て
─

」、
判
タ
一
二
四
二
号
（
二
〇
〇
八
年
）
七
二
頁
以
下
参
照
（
原
田
國
男



六
四
一

裁
判
実
務
に
お
け
る
児
童
虐
待
事
案
の
刑
事
法
的
一
考
察
（
林
）

『
裁
判
員
裁
判
と
量
刑
法
』、
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
、
七
七
頁
以
下
所
収
）。

（
19
）
拙
稿
「
裁
判
員
制
度
に
内
在
す
る
諸
問
題
─

島
根
県
裁
判
員
裁
判
第
一
号
事
件
を
素
材
に
─

」、
島
大
法
学
第
五
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
〇
年
）
一

頁
以
下
、特
に
一
三
頁
以
下
及
び
前
掲
註（
17
）
拙
稿
「
裁
判
員
制
度
に
内
在
す
る
諸
問
題
─

東
京
地
裁
平
成
二
五
年
五
月
二
一
日
判
決
を
素
材
に
─

」、

武
蔵
野
法
学
創
刊
号
一
頁
以
下
参
照
。

（
20
）http://w

w
w

.saibanin.courts.go.jp/vcm
s_lf/h26_10_saibaninsokuhou.pdf

（
21
）
前
掲
註（
5
）
厚
生
労
働
省
『
平
成
二
六
年
度
全
国
児
童
福
祉
主
管
課
長
・
児
童
相
談
所
長
会
議
』、
六
頁
参
照
。

（
22
）
具
体
的
事
案
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註（
15
） 

川
崎
二
三
彦
・
増
沢
高
編
著 『
日
本
の
児
童
虐
待
重
大
事
件 

二
〇
〇
〇
─

二
〇
一
〇
』
参
照
。

（
23
）
小
池
信
太
郎
准
教
授
は
、
本
最
高
裁
決
定
を
「
裁
判
体
に
、
量
刑
傾
向
か
ら
踏
み
出
す
際
の
根
拠
提
示
義
務
を
課
し
た
も
の
」
と
解
し
、「
量
刑

傾
向
を
変
容
さ
せ
る
意
図
で
量
刑
し
て
も
よ
い
が
、
斬
新
的
な
も
の
に
と
ど
め
る
」
と
い
う
「
緩
や
か
な
規
制
機
能
の
承
認
」
で
あ
り
裁
判
員
制

度
の
内
在
的
規
制
と
し
て
支
持
さ
れ
る
。
法
律
時
報
八
六
巻
一
一
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
頁
以
下
参
照
。

（
24
）
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
四
四
五
六
七
。
最
高
裁
第
二
小
法
廷
平
成
二
五
年
三
月
二
五
日
決
定
は
、
被
告
人
の
上
告
を
棄
却
し
た
。

杉
山
春
『
ル
ポ
虐
待
─

大
阪
二
児
置
き
去
り
死
事
件
』、
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
三
年
参
照
。

（
25
）
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
【
文
献
番
号
】
二
五
五
〇
〇
九
七
一
。

（
26
）
本
件
の
上
告
審
最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
二
六
年
七
月
三
〇
日
決
定
は
、
上
告
を
棄
却
す
る
。

（
27
）
公
刊
判
例
集
未
搭
載
。
前
掲
註（
2
）
拙
著
『
児
童
虐
待 

そ
の
現
況
と
刑
事
法
的
介
入
［
改
訂
版
］』、
一
六
一
頁
以
下
及
び
前
掲
註（
2
）
拙
著

『
児
童
虐
待
Ⅱ 

問
題
解
決
へ
の
刑
事
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
［
増
補
版
］』、
一
二
七
頁
以
下
参
照
。

（
28
）
Ｌ
Ｅ
Ｘ
／
Ｄ
Ｂ
【
文
献
番
号
】
二
五
四
四
二
〇
六
〇
。

（
29
）
児
童
期
性
的
虐
待
被
害
児
・
者
は
、「
秘
密
の
ト
ラ
ウ
マ
」、「
共
通
の
秘
密
」、「
沈
黙
の
秘
密
」
と
の
関
係
性
の
中
で
沈
黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

See, Ellen Bass &
 Louise T

hornton, I N
ever T

old  A
nyone : W

ritings by W
om

en Survivors of Child Sexual A
buse, pp. 67

─

113, H
arper Perennial, 1991.

（
30
）
東
小
雪
『
な
か
っ
た
こ
と
に
し
た
く
な
い
─

実
父
か
ら
性
虐
待
を
受
け
た
私
の
告
白
』、
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
、
一
九
八
頁
、
一
一
八
頁
及
び

一
四
四
頁
参
照
。

（
31
）
捜
査
機
関
へ
の
示
唆
的
な
文
献
と
し
て
、
田
中
嘉
寿
子 

『
性
犯
罪
・
児
童
虐
待
捜
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』、
立
花
書
房
、
二
〇
一
四
年
参
照
。
司
法



六
四
二

面
接
と
虐
待
評
価
に
つ
い
て
、
一
場
順
子
＝
木
田
秋
津
「
司
法
面
接
と
諸
専
門
領
域
に
わ
た
る
多
角
的
児
童
虐
待
の
評
価
に
つ
い
て
」、
自
由
と
正

義
五
九
巻
一
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）
七
七
頁
以
下
参
照
。
司
法
面
接
の
具
体
的
実
践
例
と
し
て
、
木
田
秋
津
「
社
会
福
祉
法
人
カ
リ
ヨ
ン
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
司
法
面
接
室
の
実
践
と
今
後
の
課
題
」、
子
ど
も
の
虐
待
と
ネ
グ
レ
ク
ト
一
六
巻
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
五
九
頁
以
下
参
照
。

（
32
）http://w

w
w

.nationalcac.org/intervention/forensic-services.htm
l

。
ボ
ス
ト
ン
の
状
況
に
つ
い
て
、
前
掲
註（
2
）
拙
稿
「
児
童
虐

待
」、
被
害
者
学
研
究
第
一
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
四
一
頁
参
照
（
前
掲
註（
2
）
拙
著
『
児
童
虐
待
Ⅱ 

問
題
解
決
へ
の
刑
事
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ

［
増
補
版
］』、
七
〇
頁
参
照
）。
仲
真
紀
子
教
授
は
、
英
米
の
司
法
面
接
を
積
極
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
・
ア
ル
ド
リ
ッ
ジ
他
（
仲
真
紀
子
訳
）

『
子
ど
も
の
司
法
面
接
』、
北
大
路
書
房
、
二
〇
〇
四
年
、
英
国
内
務
省
・
英
国
保
険
省
編
（
仲
真
紀
子
訳
）『
子
ど
も
の
司
法
面
接
─

ビ
デ
オ
録
画

面
接
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』、
誠
信
書
房
、
二
〇
〇
七
年
参
照
。

（
33
）
刑
集
二
巻
四
号
三
六
四
頁
参
照
。

（
34
）
刑
集
五
巻
五
号
九
三
四
頁
参
照
。
そ
の
他
の
事
例
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
性
的
虐
待
事
案
に
お
け
る
証
言
の
証
拠
能
力
に
つ
い
て
」、
常
葉
学
園
富

士
短
期
大
学
研
究
紀
要
第
四
号
（
一
九
九
四
年
）
一
頁
以
下
参
照
（
前
掲
註（
2
）
拙
著
『
児
童
虐
待 

そ
の
現
況
と
刑
事
法
的
介
入
［
改
訂
版
］』、

六
〇
頁
以
下
所
収
）。

（
35
）
前
掲
註（
2
）
拙
著
『
児
童
虐
待
Ⅱ 
問
題
解
決
へ
の
刑
事
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
［
増
補
版
］』、
二
五
九
頁
参
照
。

（
36
）
『
児
童
相
談
所
に
お
け
る
性
的
虐
待
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

二
〇
一
一
年
版
』（http://w

w
w

.aiikunet.jp/w
p-content/them

es/aiikunet/
pdf/guide/line_2011_1.pdf

）、『
児
童
相
談
所
に
お
け
る
性
的
虐
待
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

二
〇
一
一
年
版 　

附
録1. 2. 

参
考
資
料
』（http://

w
w

w
.aiikunet.jp/w

p-content/them
es/aiikunet/pdf/guide/line_2011_2.pdf

）、『
子
ど
も
へ
の
性
的
虐
待
・
家
庭
内
性
暴
力
の
初
期
対

応
手
引
き 

保
育
所
・
幼
稚
園
の
保
育
者
の
た
め
に
』（http://w

w
w

.aiikunet.jp/w
p-content/them

es/aiikunet/pdf/guide/line_2011_6.
pdf

）、『
子
ど
も
へ
の
性
的
虐
待
・
家
庭
内
性
暴
力
の
初
期
対
応
手
引
き 

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
教
職
員
お
よ
び
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
た
め
に
』（http://w

w
w

.aiikunet.jp/w
p-content/them

es/aiikunet/pdf/guide/line_2011_7.pdf

）。
全
国
児
童
相

談
所
長
会
『
全
国
児
童
相
談
所
に
お
け
る
子
ど
も
の
性
暴
力
被
害
事
例
（
平
成
二
三
年
度
）
報
告
書
』、
全
児
相
第
九
五
号 

別
冊
、
二
〇
一
三
年

（http://w
w

w
.zenjiso.org/w

p-content/uploads/2013/08/95b.pdf
）
参
照
。

（
37
）
大
阪
市
社
会
福
祉
審
議
会
児
童
福
祉
専
門
分
科
会
児
童
虐
待
事
例
検
証
部
会
『
大
阪
市
に
お
け
る
幼
児
死
亡
事
例
検
証
結
果
報
告
書
』、
平
成
二

二
年
一
二
月
（http://w

w
w

.city.osaka.lg.jp/kodom
o/cm

sfiles/contents/0000227/227354/youjishiboujireihoukokusyo.pdf

）
参
照
。



六
四
三

裁
判
実
務
に
お
け
る
児
童
虐
待
事
案
の
刑
事
法
的
一
考
察
（
林
）

（
38
）
朝
日
新
聞
平
成
二
六
年
九
月
四
日
朝
刊
参
照
。

（
39
）
山
縣
然
太
朗
教
授
に
よ
れ
ば
、
わ
が
国
で
の
産
後
う
つ
病
の
発
生
率
は
一
二
・
八
％
で
あ
る
。
厚
生
労
働
科
学
研
究
『
健
や
か
親
子
21
の
推
進

の
た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
構
築
お
よ
び
各
種
情
報
の
利
活
用
に
関
す
る
研
究
（
平
成
一
七
年
度
）』（
主
任
研
究
者 

山
縣
然
太
朗
）
参
照
。

（
40
）
一
般
社
団
法
人
日
本
産
後
ケ
ア
協
会
（http://sango-care.jp/m

ission.htm
l

）。

（
41
）
武
蔵
野
大
学
附
属
産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
桜
新
町
（http://w

w
w

.m
usashino-u.ac.jp/sa_ca/01_about/01policy.htm

l

）。

（
42
）http://w

w
w

.rcpsych.ac.uk/healthadvice/problem
sdisorders/pnd-keyfacts.aspx

。
日
本
語
で
の
情
報
提
供
（http://w

w
w

.rcpsych. 
ac.uk/healthadvice/translations/japanese/postnataldepression.aspx

）。

（
43
）
倉
田
賀
世
「
社
会
保
障
法
学
的
見
地
か
ら
み
た
児
童
虐
待
法
制
の
あ
り
方
」、
法
政
論
叢
四
七
巻
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
〇
二
頁
以
下
、
町
野

朔
・
岩
瀬
徹
『
児
童
虐
待
の
防
止
』、
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
、
石
川
正
興
編
著
『
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の
多
機
関
連
携
の
現
状
と
課
題
』、

成
文
堂
、
二
〇
一
三
年
及
び
岡
田
行
雄
「
子
ど
も
虐
待
へ
の
刑
事
法
的
介
入
」、
熊
本
法
学
一
二
九
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
二
〇
頁
以
下
参
照
。

（
44
）
近
時
の
特
集
と
し
て
、
母
子
保
健
情
報
第
六
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
は
、
児
童
虐
待
防
止
の
視
点
か
ら
示
唆
的
な
論
稿
を
掲
載
す
る
。
ハ
イ
リ

ス
ク
家
庭
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
渡
辺
と
よ
子
「
低
出
生
体
重
児
の
家
族
支
援
─

虐
待
防
止
の
視
点
か
ら
」、
三
五
頁
以
下
、
杉

下
佳
文
「
妊
娠
中
か
ら
の
子
ど
も
虐
待
防
止
と
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」、五
八
頁
以
下
、佐
藤
紀
子
「
乳
幼
児
健
診
か
ら
み
る
虐
待
ハ
イ
リ
ス
ク
事
例
」、

六
三
頁
以
下
、
幾
田
純
代
・
出
口
さ
と
み
「
地
域
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
虐
待
未
然
防
止
」、
六
八
頁
以
下
、
宮
崎
晃
子
「
周
産
期
か
ら
の
児
童
虐

待
予
防
事
業
の
取
組
（
医
療
機
関
と
地
域
保
健
機
関
と
の
連
携
）」、
七
五
頁
以
下
、
伊
藤
徳
馬
「
親
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
地
域
全
体
へ

の
育
児
支
援
」、
八
〇
頁
以
下
参
照
。

（
45
）See, A

dam
 D

.Brow
n, Em

ily Becker-W
eidm

an &
 Glenn N

. Saxe, A
 D

evelopm
ental Perspective on Childhood T

raum
atic 

Stress, in M
atthew

 J. Friedm
an, T

erence M
. K

eane &
 Patricia A

. Resick

（ed.

）, H
andbook of PT

SD
-Science and Practice, 

2
nd. ed., 2014, T

he Guilford Press.

（
46
）http://w

w
w

.ncnp.go.jp/nim
h/seijin/w

w
w

/pdf/sinryo_guideline.pdf

。
被
害
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
柴
田
守
「
性
犯
罪
の
非
親
告

罪
化
と
被
害
者
保
護
」、
被
害
者
学
研
究
第
二
四
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
九
頁
及
び
小
西
聖
子
・
伊
藤
き
ょ
う
子
「
被
害
者
支
援
・
保
護
の
あ
り
方
─

連
続
す
る
Ｄ
Ｖ
・
ス
ト
ー
カ
ー
の
被
害
者
の
心
理
か
ら
見
い
だ
せ
る
こ
と
─

」、
罪
と
罰
二
〇
四
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
一
頁
参
照
。
性
犯
罪
防
止

策
に
つ
い
て
、
藤
本
哲
也
「
諸
外
国
の
性
犯
罪
防
止
策
」、
罪
と
罰
二
〇
〇
号
（
二
〇
一
三
年
）
五
頁
参
照
。



六
四
四

（
47
）
小
西
聖
子
教
授
は
、二
〇
〇
四
年
以
降
武
蔵
野
大
学
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
で
治
療
条
件
に
適
合
し
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
持
続
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー

治
療
を
実
践
し
て
い
る
（http//m

usashino-u.ac.jp/rinsho/traum
a.info/for_client_01.htm

l

）。
バ
ー
バ
ラ
・
Ｏ
・
ロ
ス
バ
ウ
ム
、
エ
ド

ナ
・
Ｂ
・
フ
ォ
ア
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
Ａ
・
ヘ
ン
ブ
リ
ー
（
小
西
聖
子
、
金
吉
晴
〔
監
訳
〕『
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
持
続
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
療
法
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
─

ト
ラ
ウ
マ
体
験
か
ら
あ
な
た
の
人
生
を
取
り
戻
す
た
め
に
─

』、
星
和
書
店
、
二
〇
一
二
年
参
照

（
48
）
前
掲
註（
2
）
拙
著
『
児
童
虐
待
Ⅱ 

問
題
解
決
へ
の
刑
事
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
［
増
補
版
］』、
二
五
九
頁
以
下
参
照
。
加
害
者
臨
床
の
詳
細
は
、

廣
井
亮
一 
『
加
害
者
臨
床
』、
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
、
同
『
司
法
臨
床
入
門
［
第
2
版
］』、
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
、
Ａ
・
ジ
ェ
ン
キ

ン
ス
（
信
田
さ
よ
子
・
高
野
嘉
之
訳
） 『
加
害
者
臨
床
の
可
能
性
─

Ｄ
Ｖ
・
虐
待
・
性
暴
力
被
害
者
に
責
任
を
と
る
た
め
に
─

』、
日
本
評
論
社
、
二

〇
一
四
年
参
照
。

（
49
）
友
田
明
美
『
新
版 
い
や
さ
れ
な
い
傷
─

児
童
虐
待
と
傷
つ
い
て
い
く
脳
』、
診
断
と
治
療
社
、
二
〇
一
二
年
参
照
。（

武
蔵
野
大
学
法
学
部
教
授
）


